英法における債権讓渡の沿革 (特に一八七三年以前の沿革) by 堀部 靖雄
商業と經濟
英
法
に
於
け
る
債
權
讓
渡
の
沿
革
（
特
に
一
八
七
三
年
以
前
の
沿
革
）堀
部
靖
雄
目
　
　
　
次
一
、
緒
　
　
　
言
二
、
第
十
七
世
紀
以
前
の
コ
ン
モ
ン
・
ロ
ー
に
於
け
る
状
態
三
、
前
記
の
時
代
に
於
け
る
コ
ン
モ
ン
ロ
ー
の
採
り
た
る
理
論
四
、
第
一
七
世
紀
よ
り
一
八
七
三
年
に
到
る
迄
の
状
態
A
、
商
法
及
成
文
法
B
、
衡
　
平
　
法
C
、
コ
ン
モ
ン
ロ
ー
と
街
平
法
と
の
関
係
l
l
債
権
は
所
謂
相
封
播
又
は
封
人
権
に
し
て
特
定
人
（
債
権
者
）
が
他
の
椿
定
人
（
債
務
者
）
に
対
し
て
一
定
の
給
付
を
請
求
し
得
る
棟
利
で
あ
う
、
之
を
債
務
者
の
側
よ
り
載
れ
ば
特
定
の
人
（
債
務
者
）
が
他
の
特
定
の
人
（
債
横
着
）
に
封
し
一
定
の
給
付
を
翁
す
事
を
要
す
る
義
務
な
る
が
故
に
債
権
者
は
債
務
者
以
外
の
人
に
射
し
自
己
の
債
権
の
満
足
を
求
む
る
事
を
得
ざ
る
と
同
時
に
債
務
者
も
亦
自
己
の
債
権
者
以
外
の
者
に
ー
五
二
濁
し
て
鉢
済
合
符
す
可
き
義
務
含
有
せ
ゴ
る
も
の
さ
烏
暗
J
0
・
故
に
債
権
は
譲
渡
し
得
可
き
も
の
な
り
や
否
ゃ
に
就
き
古
来
議
論
争
-
生
じ
た
b
o
中
世
紀
以
後
人
類
の
経
済
生
活
複
雑
さ
な
り
、
且
其
頻
繁
の
程
'
反
会
増
加
す
る
ご
共
仁
、
債
格
は
他
の
財
産
さ
同
様
に
経
済
貨
物
ど
同
一
な
る
取
扱
を
受
け
、
其
人
的
姿
索
は
漸
く
不
問
に
附
せ
ら
れ
、
人
類
の
経
済
生
活
を
達
せ
ん
が
絡
め
に
存
在
せ
る
一
の
取
引
具
た
る
性
質
ケ
有
す
る
に
到
り
、
従
て
債
格
は
制
時
々
流
通
す
る
も
の
な
り
さ
観
ら
る
る
事
ご
な
b
、
現
在
に
於
て
は
債
権
譲
渡
(
吋
。
三
q
E
G争
門
三
g
m
a・
5
Z円
門
戸
包
括
)
は
蛍
然
な
り
ぎ
認
め
ら
れ
之
に
つ
き
敢
て
議
論
す
る
所
を
聞
か
歩
。
然
る
に
昔
時
に
於
て
は
債
権
の
人
的
要
素
ぞ
重
視
し
債
擢
の
譲
渡
の
自
由
な
認
め
た
る
法
制
な
し
、
次
に
羅
馬
法
及
締
逃
古
代
法
の
欣
態
ケ
路
一
越
す
可
し
。
古
代
羅
馬
法
に
於
て
は
如
何
な
る
種
類
の
債
権
も
特
定
人
ご
特
定
人
間
の
関
係
な
る
が
故
に
特
定
承
継
に
よ
る
債
格
の
移
特
は
之
れ
を
認
め
歩
、
故
に
若
し
英
法
に
於
り
あ
債
健
一
踏
波
の
泊
平
債
権
争
移
聴
せ
ん
さ
欲
せ
ば
更
改
バ
(ZP〈
丘
町
)
に
よ
ら
ゴ
る
可
か
ら
十
(
詮
1
〉
。
然
る
に
更
改
に
よ
る
時
は
債
総
者
は
必
ら
十
債
務
者
三
協
力
す
る
事
を
要
し
甚
だ
し
き
不
利
盆
を
生
十
。
加
ふ
る
に
商
業
の
後
蓬
さ
共
に
高
民
法
(
』
5
の
g
E
S
)
が
一
般
に
行
は
る
に
到
b
更
改
に
よ
る
債
権
の
移
碍
は
寅
際
上
盆
々
不
便
を
加
ふ
る
に
到
り
た
b
。
此
所
に
於
て
か
羅
馬
人
は
其
偉
大
な
る
注
律
的
智
識
ぜ
巧
妙
な
る
法
律
的
手
腕
に
よ
り
て
『
自
己
ノ
タ
メ
ニ
久
Y
訴
訟
代
理
』
に
よ
b
て
債
権
移
轄
の
貫
を
塞
げ
ん
さ
せ
り
、
印
ち
債
権
者
は
債
務
者
の
協
力
な
く
(
O
E
o
巧口一
g
己
g
mの
E
5
5
3
)
其
債
楼
を
吋
自
己
ノ
タ
メ
ニ
λ
Y
訴
訟
代
理
人
』
(
]
V
H
1
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ロ
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円
S
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5
∞5
5・可円
O
N
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ω
ω
話ユ円。件。門戸
H
H】
。
一
m
g
o
D
H
三
2
2
ω
0
)
に
附
託
し
(
口
。
σ
0
2
0目
見
ロ
)
、
其
代
理
人
は
本
案
訴
訟
開
始
ざ
共
に
其
訴
訟
の
蛍
事
者
ど
な
b
、
若
し
其
訴
訟
に
勝
ち
た
る
時
は
勝
訴
に
よ
b
て
得
た
る
債
務
者
の
給
付
を
其
佳
自
己
の
た
め
に
保
有
す
る
事
子
得
る
も
の
さ
な
し
、
債
権
譲
渡
さ
同
一
の
致
呆
を
生
告
し
め
た
b
o
之
債
権
譲
渡
の
最
古
の
方
式
な
ち
芯
す
O
ハ
詰
2
〉
一
五
三
商
業
さ
経
済
誌
-
註
2
。
円
払
〈
の
巳
〉
H
H
ロ
丘
一
昨
・
口
町
陶
・
ω
∞・
ω
。.
開ロロ巾ののめ『口出・一同一一℃ロ・
J
4
。]『吋
H
H
h
r
ユ】ロの
r
a
・一}出『
mM-
H
H
O
O
F
Z
F
M
N
-
m
-
M
N
岡。・
然
る
に
前
述
の
『
自
己
ノ
タ
メ
ニ
ス
Y
訴
訟
代
理
』
は
遁
常
の
委
任
代
理
(
民
包
含
2
5
0
m
g
a
)
に
す
ぎ
ぎ
る
が
故
に
未
だ
以
て
債
権
譲
渡
の
買
?
奉
ぐ
る
に
充
分
な
ら
ぎ
り
し
か
ば
〈
詰
3
V
R号
豆
一
一
三
註
・
4
〉
を
認
め
債
権
譲
渡
の
貫
績
を
泉
げ
ん
事
に
努
め
た
り
。
印
ち
こ
れ
に
よ
れ
ば
受
任
者
は
獅
立
の
訴
擦
を
有
し
自
己
の
名
争
-
以
て
債
務
者
を
訴
へ
得
る
も
の
に
し
て
、
訴
訟
委
任
の
遮
知
後
は
債
格
者
は
其
債
権
を
底
分
す
る
の
権
能
を
失
ひ
、
債
務
者
は
有
殺
に
債
権
者
に
給
付
を
結
局
す
事
を
得
5
る
に
到
り
た
り
つ
然
れ
ぎ
も
此
方
式
も
訴
訟
代
理
ど
同
様
じ
純
然
た
る
債
格
譲
渡
に
あ
ら
宇
J
3
れ
ば
羅
馬
体
ば
に
於
で
は
未
だ
純
然
た
る
債
権
譲
渡
診
認
め
ぎ
り
し
も
の
ぜ
務
守
，
き
る
が
』
得
予
ハ
詮
5
〉。
註
3
品
仙
の
黙
に
閥
寸
ち
説
明
口
前
向
同
D
5
2
2
2
F・仏・げ出荷・
岡
山
内
O
V
S
H
U
N
-
m
-
N
H
。
・
石
坂
博
士
、
日
本
民
法
中
谷
一
一
五
七
ペ
I
汐
妻
照
。
一
五
四
詑
4
t
〉丘一
o
ロ
門
口
町
に
閲
し
て
ほ
の
ふ
H
H
d
-
・
刷
出
・
H
J
1
・
3
∞U
♂∞。・
同ロロ
2
2自
己
〈
mu・。・
?
u
N
ミ・
話
5グ
Y
マ
ン
法
に
付
き
で
は
古
来
議
論
の
存
す
る
所
に
し
て
次
の
如
き
準
設
あ
り
。
英
一
は
グ
U
F
マ
ジ
漆
に
於
て
は
本
来
債
権
の
譲
渡
は
認
め
ら
れ
ざ
る
所
な
b
さ
な
す
設
に
し
て
、
立
(
説
く
所
に
従
へ
ば
債
務
者
は
給
付
を
結
局
す
可
き
約
定
を
然
し
た
る
者
に
濁
し
て
の
み
義
務
ケ
負
ひ
、
債
権
者
以
外
の
者
に
濁
し
て
は
給
付
合
絡
す
事
を
拒
否
し
得
可
き
も
の
ぎ
な
し
。
加
之
に
グ
Y
マ
シ
注
に
於
て
は
債
権
譲
渡
念
日
認
め
た
る
の
跡
な
き
の
み
な
ら
子
、
一
般
的
に
考
ふ
る
も
古
代
の
赴
曾
に
於
て
は
高
倫
な
る
法
的
抽
象
概
念
ケ
侠
ぎ
、
グ
Y
マ
y
治
制
の
下
に
於
け
る
グ
Y
マ
シ
人
の
一
般
舎
も
又
其
例
に
洩
れ
歩
、
然
る
に
債
樫
譲
渡
の
理
論
及
法
的
構
成
は
高
備
な
る
治
的
抽
象
観
念
あ
り
て
の
み
存
在
す
る
事
を
符
る
も
の
な
り
、
従
て
グ
Y
マ
ン
法
に
於
て
は
債
権
譲
渡
の
観
念
存
せ
ざ
り
し
も
の
な
り
ハ
詰
6
〉
さ
な
す
。
其
こ
は
債
権
譲
渡
の
自
由
は
グ
y
?
ン
法
に
於
て
ち
認
め
ら
れ
た
る
所
に
し
て
古
代
ゲ
Y
マ
y
人
の
憤
脅
に
よ
り
て
之
れ
を
知
る
事
を
得
可
し
ハ
註
7
v
、
唯
々
立
〈
営
・
時
に
於
け
る
グ
Y
マ
ン
人
の
生
活
関
係
は
現
在
の
一
枇
舎
に
於
け
る
生
活
関
係
の
如
く
複
雑
に
あ
ら
や
J
し
て
.
彼
等
の
債
桃
的
生
活
関
係
は
債
権
の
譲
渡
を
要
求
す
可
き
態
皮
に
進
歩
せ
5
る
に
過
ぎ
ぎ
り
し
が
故
に
債
総
譲
渡
の
事
買
は
現
在
に
於
け
る
粍
霊
姿
な
ら
ゴ
b
し
の
み
な
り
さ
な
す
。
其
三
は
グ
Y
マ
y
法
に
於
て
も
債
権
譲
渡
は
認
め
し
所
に
し
て
、
た
い
債
務
者
の
同
立
を
受
く
る
事
ケ
要
す
る
の
み
さ
な
す
(
註
8
〉
折
衷
設
な
h
J
O
グ
Y
マ
ン
法
に
就
き
で
は
上
越
の
如
き
三
個
の
呉
れ
る
亭
設
ゐ
り
し
も
、
結
局
債
権
譲
渡
の
自
由
は
甚
だ
狭
き
範
固
に
於
て
詐
き
る
る
に
過
ぎ
や
J
、
然
る
に
猫
逃
が
経
馬
法
を
継
承
す
る
に
及
び
債
権
は
其
自
身
譲
渡
し
得
る
事
を
認
め
現
在
に
於
て
は
債
権
譲
渡
の
自
由
に
闘
し
議
論
せ
ら
る
る
所
な
し
。
ハ
註
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ω
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詰
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5
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冨
・
耐
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詰
9
濁
民
法
三
九
八
係
l
四
一
一
保
Q
英
図
に
於
て
も
古
代
は
債
擢
譲
渡
は
之
を
認
め
g
b
し
も
普
通
法
に
於
け
る
珂
論
ご
衡
平
法
に
於
け
る
理
論
さ
は
甚
だ
異
b
、
叉
其
趨
用
、
沿
革
も
異
り
た
り
、
以
下
英
法
に
於
け
る
股
態
ぞ
通
ぶ
可
し
。
〈
註
一
山
〉
註
日
次
に
掲
ぐ
ち
所
は
m
o
E
E
Pロ
u
口
町
可
。
丘
o
Eロ
m
g
Z
H
0・
一[ロ
m
r
H
H
仏
2H円mormロ・片岡
-Hロ
NOmM一加の
rmロ
ロ
ロ
色
町
ロ
閃
]
一
moro口
問
R
E
m
-
S
N
や
の
一
部
私
抄
認
し
士
ろ
も
の
で
あ
っ
て
之
に
加
へ
れ
る
誌
は
抄
諒
者
の
註
た
も
合
む
も
の
で
あ
4
h
u
o
 
二、
第
十
七
世
紀
以
前
の
コ
ン
モ
ン
ロ
ー
に
. 
於
け
る
吠
態
古
代
の
英
治
に
於
て
は
の
r
g
g
Z
R
Z
S
ハ詰
1
〉は
之
を
譲
渡
す
る
事
?
得
十
て
ふ
原
則
が
固
執
さ
れ
且
一
五
五
商
業
さ
経
湾
つ
其
原
則
が
正
営
な
る
事
に
闘
し
何
等
の
疑
問
診
生
子
る
事
な
か
り
き
。
印
ち
債
務
者
は
常
に
第
三
者
に
謝
立
し
、
如
何
な
る
場
合
に
於
て
も
第
三
者
に
封
し
何
等
の
給
付
含
結
局
す
可
き
義
務
を
負
ふ
事
な
く
、
従
て
債
権
の
譲
受
人
(
N岳
民
8
2
g
ω
一
間
口
の
め
)
は
如
何
な
る
方
法
を
以
て
す
る
も
自
己
の
名
に
於
て
訴
訟
訟
提
起
し
以
て
債
務
者
に
履
行
の
請
求
を
結
局
す
事
を
得
子
。
之
を
換
言
す
れ
ば
ポ
ロ
ッ
ク
兵
の
一
式
へ
る
が
如
〈
ハ
註
2
〉
営
初
よ
b
契
約
に
閲
奥
せ
5
b
し
第
三
者
は
自
己
の
名
に
於
て
債
務
者
を
訴
ヘ
得
ぎ
る
所
に
し
て
、
者
し
訴
を
提
起
し
た
b
芯
す
る
も
英
訴
訟
は
常
に
無
放
な
b
さ
せ
ら
れ
た
り
。
詰
-
。}HOMO
山
口
日
号
ロ
は
の
r
o田
宮
句
S
m
o
g
Zロ
に
封
す
ろ
も
の
で
あ
っ
て
所
詞
人
的
財
産
目
)
m
a
c
E
-
H
g勺
O
H
q
の
一
分
類
で
あ
る
u
各
自
o
宮
司
C
回
目
出
回
円
。
ロ
さ
は
所
有
槌
者
の
占
有
に
あ
る
の
r
註
o
z
に
し
て
の
ゲ
O
M
O
Z
S巴
C
ロ
さ
は
所
有
挺
者
の
占
有
中
に
わ
ら
ざ
ろ
の
伊
注
目
】
及
び
擢
剥
品
詞
ふ
も
の
で
あ
っ
て
寄
記
(
国
弘
E
日
旦
し
れ
る
到
底
、
債
措
等
は
之
に
屈
す
。
然
ろ
に
後
に
到
つ
て
の
}
H
O
m
o
E
R
Z
S
は
擢
刺
の
み
ら
窓
味
寸
ろ
に
到
つ
れ
や
う
で
あ
る
o
何
故
な
ら
ば
占
宥
内
に
わ
ら
ざ
る
nH
与
三
さ
特
に
宮
8
4
一
五
六
詮
2
山
口
。
さ
は
士
(
性
質
甚
だ
し
く
呉
ろ
が
故
に
之
れ
た
匝
別
す
る
事
与
要
す
る
に
到
つ
れ
か
ら
で
あ
る
、
而
て
迷
い
に
前
者
与
の
伊
0
5
5
8己
8
5
p】
古
都
し
て
特
別
な
取
扱
ゐ
潟
す
に
到
つ
土
。
の
r
o
E
E
R
Z
S
L
克
に
分
ち
て
】巾間口】の
}Homo
山口
pozoロ
守
」
の
ρ
口町ロヴ】
OOHHOmo
山
口
口
の
2
0
ロ
さ
な
し
前
者
口
一
般
に
之
島
譲
渡
し
得
ざ
ろ
も
の
さ
な
し
後
者
は
衡
平
法
に
於
て
譲
渡
し
得
ろ
も
の
さ
し
れ
。
ハ
C
c
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040
一旬。吋
MOロ
PHH)H6句
R
q
H
E
V・
同
ω。〉
句
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r
H
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2
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O
E
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5
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市
町
白
E.M・
吋
・
品
歩
照
今
次
に
此
原
則
を
説
明
す
る
に
足
る
例
を
血
中
げ
ん
Q百
口
問
・
〈
・
9
i口
事
件
(
H
A
U
O
ω
l
H
O
M
M
)
に
於
て
裁
剣
所
は
並
日
遮
人
(
8
5
B
S
H
)
0
2
0ロ
)
は
並
日
遮
治
上
自
己
の
有
す
る
金
銭
債
権
を
他
人
に
譲
渡
す
る
事
?
得
予
ご
裁
剣
し
た
b
。
其
他
司
。
]
一
O
の
]
内
の
契
約
原
論
に
於
て
も
多
数
の
例
を
示
め
し
た
り
、
印
ち
例
へ
ば
終
身
定
期
金
(
戸
0
5
5
H尽
き
E
一q
p吋
]
応
)
の
譲
渡
は
普
、
通
訟
の
禁
止
す
る
所
な
b
ご
し
ハ
詮
3
〉
又
例
へ
ば
債
権
の
所
有
権
(
目
的
?
E
Z
5
8
斥
円
何
2
・ι。「
gmu
旬
「
O
H
)
日々
。「
p
o
p
z・)
は
譲
渡
人
が
譲
受
人
に
債
務
者
の
詮
書
の
引
波
を
結
局
す
も
な
ほ
譲
渡
人
に
存
す
る
も
の
さ
な
し
ハ
誌
と
、
品
川
又
延
滞
金
(
〉
号
g
円
)
は
の
r
g
g
E
R氏
。
ロ
の
一
に
属
す
る
が
故
に
其
譲
渡
も
又
無
数
な
b
ご
せ
ら
れ
た
る
場
合
も
在
b
ハ詰
5
U
ハ詰
6
u
o
其
他
此
原
則
を
説
明
す
る
に
足
る
可
き
例
詮
は
図
王
の
有
す
る
例
外
的
地
位
(
図
王
に
資
す
る
特
別
)
に
於
て
も
後
見
し
得
る
所
な
り
。
斯
く
の
如
く
古
代
に
於
て
は
の
げ
2
2
宮
R
Z
O
H
H
は
譲
渡
し
得
，
さ
る
佐
原
則
εし
、
此
原
則
に
濁
し
て
裁
相
判
所
は
深
き
説
明
争
、
避
け
間
半
に
疑
ひ
も
な
く
存
在
す
る
原
則
な
b
ε
説
明
し
た
る
に
す
ぎ
や
d
さ
離
も
古
代
英
図
の
普
、
通
法
に
於
て
は
債
権
の
譲
渡
は
之
を
禁
物
』
ら
れ
た
b
し
も
の
さ
一
去
は
ぎ
る
可
ら
子
。
然
る
に
英
国
々
王
に
濁
し
て
の
み
は
、
。
E20ω
宮
古
氏
03
は
譲
渡
し
得
宇
さ
な
す
原
則
に
お
し
例
外
を
認
め
た
、
り
ハ
詰
7
v
o
郎
も
、
図
王
は
債
権
争
・
譲
渡
す
る
事
ケ
得
る
さ
共
に
叉
図
王
に
判
別
す
る
譲
渡
も
亦
有
殺
に
し
て
図
王
が
業
債
格
を
譲
渡
し
た
る
場
合
に
於
て
は
其
譲
受
人
は
自
己
の
名
に
於
て
債
格
を
質
現
し
得
る
さ
同
時
に
ハ
註
8
〉
英
笑
法
に
於
げ
る
債
措
譲
渡
の
沼
平
債
権
の
貴
行
方
治
ご
し
て
簡
易
訴
訟
手
務
(
2
5
5
?
岳
会
内
ω
〈
2
・2
5
p
)
e
T採
る
可
き
権
能
を
奥
ふ
る
差
押
執
行
朕
(
ロ
巧
岳
民
日
付
与
)
に
よ
り
他
者
に
優
先
す
る
事
を
得
る
に
到
、
り
た
り
。
註
8
出口・2・開門戸
H
F
r
・-・
ω∞・ハ同士山岡〉
註
4
H
N
。】】・〉ゲロ〉丘町ロ
M円四
円
n
h
g
o
H
-
N
3
目
)
』
-
H
N
-
註
5
岡
山
口
四
円
HOEd--
守
口
2
・
詫
6
企
〈
他
多
数
の
揚
A
日
が
吋
0口
o
o
r
H
H
J
E
の宝
2
0同
Q
己
g
n
p
〉日
ν句
m
E
W
・
同
・
に
於
て
示
め
さ
れ
て
居
る
、
就
い
て
参
照
ぜ
ら
れ
度
し
。
話
7
出
O
Z
1
2
H
H
L
P巧
忠
弘
{O
ロp
q
H
-
m
・士山
ω
・の円以
0
m
g
E
P
O門
{O
ロ
ノ
候
参
照
Q
問
書
に
よ
れ
は
の
伊
O
M
g
Z
D
O
H
一
。
ロ
は
一
般
に
一
議
技
し
得
ざ
ろ
も
相
続
人
口
被
相
績
人
の
債
耀
た
取
得
す
お
も
り
さ
し
て
居
る
。
詰
8
n
c
g
u己
H
巴
一
唱
え
-
p
m
山
首
出
向
丘
ロ
・
0。
]noH
問
。
句
-
T
r
・
∞N
U
5
0
・
T
臼
げ
o
o
r
ω
句
国
2
4
H
J
1
1
・
ω
品・リ吉良
げ
o
o
r
s
・出
g
q
J
1
F
品・ア
1
・
H
。・
斯
〈
の
如
き
債
権
譲
渡
に
於
け
る
図
玉
の
例
外
的
地
位
争
説
明
す
る
に
足
る
可
き
多
数
の
事
買
が
賓
際
上
存
在
す
、
従
て
此
一
事
は
以
て
一
般
に
於
て
は
債
権
の
非
譲
渡
性
の
原
則
が
存
在
せ
る
事
安
全
明
白
な
一
五
七
商
業
さ
経
済
ら
し
む
る
に
充
分
な
り
さ
云
ふ
可
く
、
此
所
に
其
一
二
例
合
一
不
め
さ
ば
。
関
玉
川
判
ツ
ワ
イ
ン
事
件
に
於
て
、
図
王
は
其
債
秘
伝
〉
ロ
m
q
な
る
者
に
譲
渡
し
、
〉
口
問
。
円
は
其
譲
り
受
た
る
債
権
争
』
克
に
ツ
ヲ
イ
Y
に
譲
渡
し
た
る
一
品
質
あ
り
、
此
場
合
に
於
て
裁
剣
所
は
「
図
王
が
匁
し
・
た
る
第
一
の
譲
渡
は
有
数
な
b
、
従
て
〉
ロ
向
。
「
は
自
己
の
名
に
於
て
か
又
は
図
王
の
名
に
於
て
か
差
押
執
行
肢
を
以
て
債
務
者
に
謝
す
る
事
を
得
可
し
。
然
る
に
一
般
人
は
債
擦
を
有
致
に
譲
渡
し
得
ざ
る
を
以
て
原
則
さ
な
す
が
故
に
ヅ
ワ
イ
ン
に
劃
し
て
ゑ
し
た
る
譲
渡
は
無
設
な
り
、
従
て
ツ
ヲ
イ
ン
は
債
権
者
さ
な
る
事
な
し
」
、
さ
剣
決
せ
b
。
又
へ
ジ
ソ
1
第
四
世
四
O
一
年
に
於
け
る
判
決
に
於
て
も
凶
王
が
定
期
金
の
一
筑
波
(
問
。
ロ
庁
品
川
F
E包
括
)
?
危
し
た
る
場
合
に
於
τ
は
譲
受
人
は
自
己
の
名
に
於
て
定
期
金
を
取
立
つ
る
事
を
得
.
蓋
し
図
王
が
他
人
が
図
王
に
謝
し
て
有
す
る
給
付
義
務
を
何
人
か
に
移
持
し
た
る
時
に
於
て
は
其
譲
受
人
は
一
一
般
に
自
己
の
名
に
於
て
訴
権
(
E
p
m
O
Rの
宮
)
ざ
行
使
す
る
事
を
一
五
入
得
れ
ば
な
り
(
詑
9
〉
さ
結
局
さ
れ
た
り
。
然
る
に
叶
2
2
2
【
]
O
F
F
q
に
於
て
は
国
王
の
譲
渡
し
得
る
債
権
は
権
定
し
た
る
(σg巳
B
E
R
w
R円
宮
町
)
債
様
な
る
事
を
要
し
、
譲
渡
せ
り
れ
た
る
債
格
が
確
定
し
居
た
る
時
に
於
℃
の
み
譲
受
人
は
自
己
の
名
に
於
て
行
使
す
る
事
を
得
る
訴
権
を
得
る
じ
到
る
も
の
な
り
さ
忽
し
、
図
王
の
例
外
的
地
位
に
濁
し
制
限
を
加
へ
た
り
。
是
を
要
す
る
に
図
王
の
地
位
は
例
外
的
地
位
ざ
し
て
認
め
ら
れ
た
る
所
に
し
て
此
事
貨
は
寅
じ
一
般
的
原
則
に
調
し
て
は
反
濁
の
玄
味
を
奥
ふ
る
も
の
な
り
ぎ
云
ふ
可
し
a
M
3
誌
伺
他
に
へ
ン
リ
I
七
世
一
四
八
六
年
の
列
決
に
が
、
て
も
】
O
H
O
日
匂
Q
X
m
gロ円。円
m
p
p
n
o
一o
ロ
O
Z
のが
o
m
o
ρ
丘
四
一
回
円
。
ロ
ロ口の一
o
p
a
g印
一
己
宮
古
一
円
ロ
ロ
-
2
5
H
}凸『
凶
O
ロ
さ
局
さ
れ
れ
事
究
も
あ
ろ
。
其
他
多
数
の
場
合
が
前
出
句
C]]sr
氏
の
者
舎
に
見
へ
て
舟
ろ
。
然
ろ
に
古
き
判
決
に
於
て
日
債
摺
の
譲
渡
島
詳
占
d
y
ろ
原
則
及
図
王
の
例
外
的
地
位
に
閥
寸
志
原
則
に
野
し
て
も
何
等
採
る
可
ミ
マ
所
与
示
め
し
て
居
ね
の
で
あ
ろ
。
詑日山図
王
の
有
す
る
例
外
地
位
は
前
述
の
如
く
な
る
も
図
王
の
此
地
位
に
訴
し
で
も
多
く
の
制
限
ゐ
h
J
O
邸
ち
前
述
の
如
く
閥
王
は
内
容
の
確
定
せ
る
債
権
の
み
ぞ
譲
渡
し
得
る
所
に
し
て
、
其
内
容
の
未
だ
確
定
せ
玄
る
所
の
債
権
は
図
王
さ
離
も
之
を
譲
渡
し
得
ざ
る
べ
く
(
註
口
三
之
さ
同
時
に
自
己
の
名
に
於
て
訴
格
を
行
使
し
得
る
譲
受
人
の
様
限
に
濁
し
で
も
叉
制
限
の
存
す
る
所
な
b
、
印
も
譲
受
人
が
図
王
よ
り
図
王
の
大
徳
(
出
or仏
Z
Bの
宮
)
に
基
き
、
且
何
人
よ
り
之
を
翻
る
も
凶
王
の
専
有
す
る
債
権
ご
認
め
ゴ
る
可
か
ら
ま
る
が
如
き
債
格
を
譲
渡
当
れ
た
る
時
は
譲
受
人
は
其
訴
椛
行
使
に
つ
き
制
限
を
加
へ
ら
る
る
な
り
、
放
に
例
へ
ば
人
格
剥
奪
(
〉
与
件
)
に
よ
る
財
産
権
喪
失
(
〈
の
「
Boomsω
〈
の
三
町
r
g
m
)
に
由
っ
て
生
じ
た
る
図
王
の
債
格
そ
取
得
し
た
る
者
は
図
王
よ
り
特
別
な
る
授
紘
ゐ
る
に
非
ら
ぎ
れ
ば
自
己
の
名
に
於
て
共
債
総
の
賀
行
台
余
す
事
を
得
ぎ
る
も
の
ご
す
a
u
v
o
図
王
は
斯
く
の
如
く
債
権
譲
渡
椛
に
つ
き
制
限
を
受
く
る
も
之
さ
同
時
に
凶
王
に
釣
す
る
債
権
の
譲
渡
も
又
或
絡
図
に
於
て
制
限
を
受
く
る
も
の
な
り
、
印
も
図
王
に
お
し
て
譲
渡
し
得
る
債
権
も
叉
美
内
容
が
擁
英
法
に
於
げ
る
釘
槌
一
践
披
の
沿
革
定
し
且
債
権
の
全
部
な
る
事
を
要
し
、
未
確
立
の
債
権
又
は
債
権
の
一
一
部
ケ
図
王
に
譲
渡
し
た
る
時
は
其
譲
渡
は
無
殺
な
り
ハ
詰
ぢ
。
然
る
に
ヤ
コ
プ
第
一
世
の
時
代
に
於
て
特
殊
な
る
治
律
が
後
布
さ
れ
た
り
ハ
註
U
H
〉。
其
法
律
に
よ
れ
ば
図
王
の
債
務
者
が
其
債
務
の
補
償
(
り
の
の
r
E
m
)
ご
し
て
自
己
の
有
す
る
債
権
を
図
王
に
譲
渡
せ
ん
ざ
す
る
時
は
其
債
務
者
は
営
初
よ
り
善
意
な
る
事
を
要
し
、
若
し
善
意
な
ら
，
さ
れ
ば
其
譲
渡
を
無
殺
な
り
さ
A
局
さ
れ
た
り
。
印
も
其
意
味
す
る
所
は
閤
王
の
債
務
者
は
自
己
の
債
権
の
譲
渡
に
よ
り
図
王
に
劃
す
る
自
己
の
債
務
ケ
兎
る
る
目
的
含
有
し
初
め
て
善
く
其
債
権
守
活
用
し
得
る
も
の
さ
な
す
に
あ
り
さ
云
ふ
可
し
。
而
て
剣
決
も
又
此
治
律
の
怠
味
す
る
所
さ
法
律
の
目
的
さ
に
肱
じ
て
之
を
趨
用
し
、
図
王
の
債
務
者
が
営
初
よ
り
有
せ
ざ
り
し
債
権
ご
鋭
も
債
務
者
が
善
立
な
る
限
、
り
之
を
有
数
に
園
王
に
移
轄
し
得
る
も
の
ご
せ
り
。
例
へ
ば
3
5
の
事
件
ハ
詮
日
〉
に
於
て
の
。
一
の
は
本
来
の
債
椛
者
な
り
し
も
債
格
消
滅
の
時
迄
に
死
む
し
一
五
九
商
業
主
経
済
た
れ
ば
其
妻
其
債
権
を
相
減
し
、
後
に
到
り
て
妻
は
3
3
さ
再
婚
せ
り
。
然
る
に
3
3
は
図
王
に
濁
し
或
額
の
令
銭
債
務
を
負
携
し
居
た
る
が
故
に
彼
は
業
妻
ご
相
謀
b
て
図
王
に
濁
す
る
自
己
の
債
務
の
清
算
方
治
定
し
て
本
来
の
。
F
に
所
属
し
た
り
し
債
格
を
園
王
に
譲
渡
し
た
b
、
此
の
事
件
に
調
し
裁
判
官
は
『従
A
T
営
該
債
権
が
営
初
よ
り
3
5
に
属
せ
ぎ
b
し
も
の
さ
雄
も
彼
は
初
め
よ
り
図
王
に
其
債
権
争
譲
渡
す
る
の
目
的
を
以
て
債
権
ケ
取
得
し
た
る
に
非
ら
ざ
る
が
故
に
彼
は
悪
意
に
非
ら
子
、
従
て
彼
の
利
均
し
た
る
債
権
の
譲
渡
は
ヤ
コ
プ
第
一
世
の
治
律
に
違
反
す
る
も
の
さ
結
局
す
能
は
宇
』
さ
剣
決
し
た
り
(
詮
日
〉
O
詮
U
内
容
の
略
立
ぜ
る
債
躍
の
例
さ
し
て
は
金
銭
債
措
含
F
ハ
の
四
百
円
OH白
白
E
B
m〉
及
H
2
0間
口
一
m
P
R
?奇
襲
げ
ろ
事
お
得
ろ
、
H
R
o
mロ
U
8
8
は
代
物
給
付
の
拾
保
さ
し
て
債
務
者
の
負
強
す
ろ
義
務
で
あ
っ
て
詳
細
に
閲
し
て
は
特
に
当
E
Z・
古
H
H
m
g
m
E
E
5
0・
出
。
吋
白
日
ロ
ロ
印
可
・
出
・
ωN∞
為
巻
照
さ
れ
皮
し
。
内
容
未
踏
立
の
債
権
の
例
さ
し
て
は
不
法
行
潟
に
基
く
損
害
賠
償
請
求
摺
及
損
害
の
飽
国
為
定
む
ろ
事
故
は
ざ
お
損
害
に
笥
オ
Z
賠
償
請
求
揺
が
之
に
屈
す
る
。
。og河
口
回
日
口
一
m
g向
。
同
po-PJ4目
。
同
関
口
問
]hE山
岡
∞
凶
一
M
・
立
時
・
口出国一
m
g
g
F
妻
昭
…
。
ロ
門
戸
]
印
ヴ
ロ
吋
m
H
4
r
o
目
白
羽
田
。
同
開
口
白
】
品
目
】
白
】
〈
・
己
5
8
E
P
の巴
O
ロ・。
r・
同
-
ロ
・
ロ
同
∞
品
。
・
m
g
g
g
T
O
Oヴ・
H
B句
-HN-
n
g・一「
P
E
a
u
N
h
r
戸
地
判
決
築
は
主
ざ
し
て
一
六
O
三
年
よ
り
一
六
二
五
年
に
到
る
も
の
た
集
め
穴
ろ
も
の
な
り
も
悶
王
は
斯
く
例
外
的
地
位
た
有
寸
ろ
も
ヱ
ド
y
I
ド
一
世
ハ
ロ
芯
1
同ω。
。
〉
の
時
代
迄
ユ
ダ
ヤ
人
も
又
債
措
譲
渡
に
関
し
て
は
例
外
地
位
私
有
す
ろ
も
の
で
あ
ろ
o
句。ロ
0
・
の
r
H
]
M
H
E
o
f
r
u
o
向。σロ
F
K
M
E
v
g仏
釘
吋
・
忠
商
問
。
上
述
の
如
く
英
治
に
於
で
は
債
権
譲
渡
に
関
し
て
は
図
王
は
例
外
的
地
位
に
立
つ
も
其
採
っ
て
来
る
所
診
一
不
め
す
可
き
法
源
を
快
く
、
従
て
之
に
闘
し
諸
種
の
議
論
を
生
じ
た
り
。
ポ
官
ヅ
グ
広
ん
は
図
玉
の
此
例
外
的
地
位
は
図
王
の
有
す
る
浅
牧
物
(
〈
号
室
内
ロ
の
丘
町
O
み
吉
互
に
劃
す
る
包
括
承
継
の
権
利
に
基
く
も
の
な
り
さ
し
ハ
詮
日
〉
、
プ
y
y
ナ
ー
は
ブ
ラ
シ
ク
王
因
子
」
ア
y
グ
ロ
ノ
Y
?
y
王
図
さ
の
問
に
於
て
は
密
接
な
る
閲
係
あ
り
た
る
事
買
に
よ
b
、
こ
れ
を
ブ
ラ
ン
ク
王
園
に
於
け
る
迎
話
回
註
お
詰
U
詰
vu
話
回
一
六
O
論
の
影
掛
け
な
り
さ
な
す
盆
日
〉
O
又
出
口
}
}
O
円
剣
事
は
3-一
B
2
5
〈
-
E一-o
門
事
件
に
於
て
吾
人
は
云
丘
四
戸
S
EE-】
8
及
(
U
E
B閉
め
円
守
ハ
註
刊
日
〉
の
理
論
争
』
閥
一
王
に
応
用
す
る
事
争
得
5
る
が
故
に
園
王
に
謝
し
て
例
外
地
位
争
』
認
め
た
る
も
の
な
り
ご
結
局
す
。
此
国
三
一
め
吋
剣
事
の
所
誌
は
前
二
設
に
比
載
し
て
多
少
臭
、
買
に
令
す
る
所
な
り
、
蓋
し
云
と
5
8
8
3
R
A
(い
}gg句
q
q
に
関
す
る
理
論
は
後
に
一
不
め
す
が
如
〈
債
権
譲
渡
に
濁
し
て
は
重
要
な
る
意
義
含
有
す
る
が
故
な
hJ
、
然
れ
ー
と
も
氏
の
所
設
は
単
に
氏
の
時
代
(
十
八
世
紀
の
後
期
)
に
於
て
は
或
は
正
勝
目
な
ら
ん
も
そ
れ
以
前
に
於
て
は
必
ら
宇
し
も
正
嘗
な
b
ぎ
は
云
ひ
得
ゴ
る
な
り
。
叉
或
は
図
王
は
全
て
の
治
律
に
超
越
し
て
存
在
す
る
が
故
に
普
通
治
の
支
配
を
受
け
中
従
て
債
様
譲
渡
の
自
由
を
有
す
、
さ
な
す
も
の
あ
れ
吉
正
営
な
る
も
の
に
あ
ら
子
。
要
す
る
に
図
王
の
有
す
る
例
外
的
地
位
は
園
王
の
有
す
る
公
法
上
の
地
位
に
基
く
も
の
に
し
て
私
法
上
の
地
位
に
基
く
も
の
に
非
ら
玄
る
も
の
な
b
ε
ゑ
す
ぞ
正
蛍
さ
せ
ん
、
蓋
し
な
法
上
の
原
則
が
図
民
よ
b
英
法
に
於
げ
る
民
間
耀
譲
渡
の
泊
平
も
早
〈
図
玉
に
謝
し
て
の
み
通
用
さ
れ
た
り
ご
は
信
子
る
事
ケ
得
ぎ
る
が
故
な
り
。
詰
日
註日目註日
旬。ロ
O
の
「
日
前
拐
句
・
可
O
N
-
国
E
D
H
M
O
円
日
開
O
H
m
n
r
ロ
m-
国・。。品・
昌
弘
三
g
g
B
に
闘
し
て
は
後
越
す
可
L
o
。
g
g句
巾
同
守
さ
は
勝
訴
の
後
に
到
り
て
勝
訴
に
よ
り
得
れ
あ
利
、
向
島
受
く
可
・
今
、
約
束
の
元
に
他
人
の
訴
訟
に
助
力
た
典
へ
又
は
委
加
す
ろ
事
与
意
味
し
、
公
の
秩
序
に
反
寸
ろ
が
故
に
普
語
法
上
の
遣
法
行
局
さ
な
さ
れ
且
つ
訴
へ
ら
ろ
も
の
で
あ
っ
て
斯
く
の
如
き
契
約
又
は
そ
の
契
約
の
譲
渡
は
無
設
な
り
さ
な
さ
る
』
の
で
あ
る
ハ
。
。
。
仏
'
2
-
O
M
幻
-
P
・O
-
H
v
・?点山・〉。
普
通
法
は
法
律
行
匁
に
よ
っ
て
債
権
の
譲
渡
会
匁
す
事
守
山
円
巾
に
禁
止
し
た
る
に
拘
ら
歩
、
注
律
規
定
に
基
く
債
権
の
移
轄
は
之
を
禁
十
る
事
な
し
。
某
最
も
重
要
な
る
場
合
?
債
権
の
相
続
ざ
す
。
然
れ
ど
も
如
何
な
る
枝
擦
に
基
S
て
債
格
の
相
続
が
法
上
有
殺
な
b
し
や
は
疑
の
存
す
る
所
に
し
て
可
C
ロ
2
ぺ
云
乱
含
包
雨
氏
の
設
〈
所
に
よ
れ
ば
、
英
国
法
の
下
に
於
け
る
相
続
法
poゲ
円
。
。
広
い
い
就
き
で
は
次
に
越
ぶ
る
こ
倒
の
観
念
ケ
包
合
す
る
も
の
さ
せ
り
。
印
ち
一ムハ
商
業
主
経
溌
英
一
は
相
続
財
産
の
人
格
化
(
ロ
W
H
u
g
oロ
B
N
r
E
D
m
己
R
F
Zの
EP)
に
し
て
ハ
註
mC
共
二
は
相
続
に
因
る
被
相
続
人
の
人
格
の
代
表
(
H
W
4
5
0早
急
O
D
号
門
司
0
5
0
ロ
己
g
H凶
吋
宮
山
訟
の
お
己
ロ
門
の
『
色
。
何
号
g)
之
な
り
。
然
れ
ぎ
も
古
代
法
に
関
し
て
は
第
一
の
観
念
が
ほ
い
趨
蛍
な
る
も
の
な
り
さ
一
玄
ふ
可
し
、
蓋
し
古
代
法
に
於
て
は
主
ご
し
て
不
動
産
及
効
産
(
σ
2
0札一
oro
g
仏
ロ
ロ
σ
5
2の
r
o
z
p
σ
0
)
に
就
き
て
の
み
法
律
観
念
ぞ
向
け
ら
れ
た
る
も
の
に
し
て
、
債
権
債
務
の
如
き
無
形
の
存
在
た
る
権
利
義
務
の
如
き
は
古
代
人
に
濁
し
て
は
な
し
ろ
意
義
を
有
す
る
一
事
少
な
〈
、
従
て
古
代
治
に
於
て
は
債
権
債
務
の
相
続
は
禁
色
ら
れ
た
る
所
に
し
て
、
縦
令
相
続
人
が
設
相
絞
人
の
債
格
を
鉢
済
し
た
b
さ
す
る
も
、
そ
は
単
に
道
徳
上
の
義
務
を
途
行
し
た
る
じ
止
り
法
律
上
の
義
務
を
満
足
せ
し
め
た
る
も
の
さ
一
玄
ふ
事
?
得
e
さ
り
き
。
然
る
に
其
後
経
済
生
活
上
債
権
債
務
の
相
続
に
判
別
す
る
要
求
蛾
烈
に
し
て
途
ひ
に
一
人
又
は
数
人
の
相
絞
人
が
被
相
続
人
の
人
格
を
承
継
す
る
も
の
な
り
さ
な
す
代
表
観
念
を
生
此
所
に
於
て
初
め
て
債
権
債
務
に
相
続
の
可
能
性
A
f
一六
奥
ふ
る
の
念
ケ
造
り
た
る
も
の
さ
一
式
ふ
可
し
(
詫
幻
〉
O
註
m
相
続
開
始
さ
同
時
に
相
続
財
産
は
人
絡
化
さ
ろ
』
が
故
に
被
相
続
人
に
封
寸
ろ
請
求
躍
の
行
使
又
は
義
務
の
履
行
口
相
続
財
産
に
封
し
て
お
き
ろ
』
結
果
さ
な
る
。
其
他
国
oza
氏
の
油
ぺ
れ
や
、
フ
に
被
相
続
人
さ
相
続
人
さ
の
同
一
化
の
別
念
存
す
ろ
も
、
特
に
止
(
羅
馬
法
の
mu
同
社
ざ
し
て
論
ぜ
ら
ろ
知
に
付
与
』
止
(
如
何
な
ろ
路
間
ま
で
3
う
で
あ
っ
て
他
の
如
何
な
る
筒
固
ま
で
が
純
粋
の
英
法
に
基
く
か
Y
不
明
で
あ
ろ
。
註幻是
訟
要
す
る
に
古
代
訟
に
於
て
も
債
権
は
財
産
統
一
(
〈
q
B
o
o
m
g
ω
江
口
Fop)
の
一
要
素
ご
し
て
必
要
に
し
て
且
つ
前
述
の
如
き
代
表
観
念
の
存
在
な
く
ご
も
相
続
し
得
可
き
事
及
古
代
法
に
於
て
は
相
続
財
産
の
人
格
化
な
る
観
念
の
下
に
債
格
ご
有
位
物
さ
を
同
一
の
地
位
に
置
か
ん
一
平
を
欲
し
た
る
事
は
明
白
な
る
事
買
な
り
。
然
ら
ば
古
代
相
続
治
に
於
て
は
債
格
は
訟
ら
く
移
轄
し
符
ぺ
か
ら
ぎ
り
し
も
の
さ
な
す
も
.
な
ほ
債
棋
は
生
前
行
匁
に
於
て
譲
渡
さ
る
る
に
到
り
た
る
よ
b
も
早
く
相
続
治
に
於
て
移
轄
し
得
る
に
一
到
b
た
る
も
の
さ
な
す
事
ぞ
得
べ
し
。
債
権
譲
渡
の
可
能
は
叉
親
族
法
に
於
て
も
後
見
し
待
ら
る
。
印
ち
妻
の
債
格
は
其
人
的
財
産
さ
共
に
其
夫
に
移
轄
す
る
所
な
b
o
然
れ
ぜ
も
此
理
論
の
基
礎
は
夫
さ
一
安
ご
は
準
同
一
位
(
の
zpω
一
E
5
5
句
0
2
0
5
5
)
な
b
さ
な
す
英
法
に
特
殊
な
る
思
想
に
在
り
、
従
て
此
場
令
を
以
て
直
ち
に
債
格
譲
渡
の
問
題
に
応
用
す
る
は
不
遊
山
首
な
り
さ
一
エ
ふ
可
し
。
現
今
普
通
法
に
於
て
は
債
務
者
の
協
力
E
Z片
付
a
g
m
な
く
し
て
債
松
ケ
誌
渡
す
る
事
は
詐
さ
れ
グ
る
所
な
る
も
古
代
英
法
に
於
て
も
債
権
者
は
債
務
者
の
関
奥
又
は
奉
加
F
E
5
5
m
に
よ
b
主
(
僚
経
を
他
人
に
移
轄
す
る
事
を
得
た
る
場
合
あ
b
、
而
し
て
其
要
件
ざ
し
て
債
格
者
は
自
己
は
最
早
債
権
を
有
せ
ぎ
る
旨
を
表
示
し
、
同
時
に
債
務
者
は
新
債
権
者
に
給
付
を
匁
す
可
き
や
『
欲
す
る
凶
日
会
表
示
す
る
一
品
を
要
し
た
O
 
L
り
J
此
程
の
行
殺
の
性
質
に
就
い
て
は
疑
姑
の
存
す
る
所
に
し
て
、
或
は
羅
馬
注
に
於
け
る
更
改
の
一
穏
な
b
ご
し
.
或
又
蛍
初
の
債
権
は
消
滅
に
節
す
る
事
な
く
し
て
単
に
仕
事
者
の
交
替
(
句
OEO-】
g
z
o
F包
)
ゐ
b
た
る
の
み
な
り
さ
な
す
J
然
れ
ど
も
近
時
英
法
に
英
法
に
於
げ
る
位
椛
譲
渡
の
治
平
於
け
る
理
論
ぎ
し
て
は
此
場
合
会
以
て
克
改
の
一
一
砲
な
り
さ
な
す
の
多
き
ら
4
見
る
ハ
説
明
一
〉
例
へ
ば
ロ
5
2
3
に
於
て
は
債
権
消
滅
の
宣
・
に
於
て
之
を
論
じ
箆
債
権
消
滅
し
新
債
務
後
生
す
る
む
の
な
り
、
従
て
更
改
の
一
種
に
し
て
註
泊
三
軍
に
債
権
譲
渡
の
目
的
の
た
め
に
す
る
行
潟
な
り
ぎ
な
さ
れ
た
b
、
印
も
出
一
色
aoロ
の
言
&
籍
、
り
て
一
去
は
し
Y
E
R
2
2
2
2
L
E
D
O〈
包
句
。
毘
』
0
5
0
D
O〈臼・
5ω
の
X
R
o
E
m
E
r
o門
官
一
g
m
w
z
-一円
O円
ざ
一
疋
ふ
事
ケ
得
可
し
、
斯
〈
の
如
き
考
へ
方
は
司
巳
戸
の
著
書
に
於
て
も
翻
得
ら
る
る
所
に
し
て
此
観
念
は
羅
馬
法
に
基
く
も
の
も
な
る
も
共
突
法
に
劃
す
る
債
値
は
僅
少
な
り
ぜ
云
ふ
可
し
ο
註
幻
同
巾
ロ
円
。
ロ
H
P
M
M
一
四
回
出
。
ロ
門
同
・
J
〈
円
】
]
山
山
口
広
旬
。
同
m
C
ロ
ロ
】
旬
円
O})目
見
同
日
)
・
ωMN・
〉ロ
m
O
ロ1
H
)円
0
0げ
O
当日の
W
D
H
)
・
N
吋∞・
国
門
戸
の
円
。
ロ
日
ロ
o
g
σ
。。
W
H
H
A
)
同・
註
m
債
務
者
の
協
力
守
以
て
す
る
依
旋
の
出
招
に
於
て
は
債
格
者
は
債
務
者
の
主
日
立
な
る
時
に
於
て
、
又
之
さ
同
時
に
爾
後
債
務
者
ご
の
悶
係
争
」
絶
つ
事
会
目
的
さ
し
て
、
初
め
て
其
行
A
A
o
T
有
放
な
る
も
の
ご
匁
3
一
六
三
商
業
さ
経
沼
る
る
も
の
に
し
て
、
斯
く
の
如
き
場
合
は
最
初
よ
b
第
三
者
に
給
付
す
可
き
契
約
の
下
に
於
て
結
局
さ
る
る
事
多
し
、
而
て
此
の
契
約
は
流
通
詮
券
に
関
し
て
重
大
な
る
意
義
含
有
す
る
も
.
債
権
法
に
於
て
は
共
源
を
有
す
る
事
な
〈
一
二
0
0
年
代
よ
り
不
動
産
引
渡
護
者
百
o
r
g
g
m己
吋
]
内
E己
0
.
貸
付
に
よ
る
)
の
法
律
上
の
要
素
ざ
し
て
認
め
ら
れ
た
る
捻
保
約
款
(の
R
g民
o
E
E包
)
に
於
て
共
起
源
ぎ
す
る
も
の
な
り
(
註
幻
)
O
貸
付
に
よ
る
不
動
産
引
渡
詮
書
の
携
保
約
款
は
、
不
動
産
上
の
保
詮
人
は
不
動
産
が
侵
害
さ
れ
た
る
場
合
に
於
て
は
不
動
産
占
有
者
百
円
S
舎
広
島
E
E
Z吋
)
ぞ
裁
剣
上
辞
護
し
、
且
若
し
砕
誌
が
不
成
功
に
終
り
た
る
時
に
於
て
は
奥
へ
た
る
損
害
さ
同
一
債
格
の
不
動
産
を
損
害
賠
償
ざ
し
て
提
供
す
可
き
義
.
務
ケ
其
内
容
ご
結
局
す
も
の
に
し
て
、
而
て
実
携
保
義
務
は
本
来
は
最
初
の
捻
保
受
係
者
(
の
の
毛
主
R
B
B
E
m
o円
)
又
は
業
相
続
人
の
み
に
諒
す
る
も
の
な
り
(
詑
M
〉
0
而
し
て
其
鎗
保
受
領
者
が
相
続
人
な
く
し
で
死
己
し
た
る
時
は
携
保
に
供
せ
ら
れ
た
る
不
動
産
は
封
建
君
主
に
取
一
六
四
良
さ
る
る
に
到
り
た
り
a
m
u
o
然
る
に
一
般
一
枇
合
に
於
て
は
君
主
の
有
す
る
相
続
人
な
き
遺
産
取
得
格
を
排
斥
せ
ん
さ
欲
し
、
其
約
款
や
撰
践
し
、
君
主
は
携
保
受
領
者
の
相
続
人
以
外
に
康
く
其
者
の
譲
受
人
に
濁
し
て
も
捺
保
約
款
上
の
椛
利
を
認
む
、
三
玄
へ
る
保
件
を
付
し
た
り
、
之
国
誌
の
円
。
ロ
の
所
謂
準
相
続
(
の
5
ω
一ro弓
ω)
の
一
の
場
合
な
り
。
而
て
同
門
戸
丘
O
D
は
斯
の
如
き
捨
保
約
款
の
形
式
の
二
三
ケ
奉
げ
た
り
ぎ
雄
も
共
形
式
は
治
体
上
必
ら
宇
し
も
一
定
不
勤
の
も
の
に
あ
ら
LT
し
て
(
註
%
、
M
C
其
形
式
の
如
何
?
問
は
十
期
く
の
如
き
約
款
が
不
動
産
一
引
渡
詮
書
(
貸
付
詮
香
)
中
に
合
ま
る
時
は
保
詮
人
は
常
に
譲
受
人
の
た
め
に
も
責
任
訟
負
ふ
事
を
必
要
ざ
す
る
な
b
o
諮
問
旬。口
2
r
z
z
z
p一
己
自
白
日
回
目
印
門
0
4
0同
開
口
弘
一
回
]
同
]
戸
当
口
主
4-
号一民り“
同)・
ω
同・
出]向島田門
0
5
日
前
出
口
・
日
}
・
ω。・
出
5
2
8
日
前
出
向
)
・
ミ
・
回
目
。
件
。
ロ
の
血
中
げ
れ
ろ
形
式
に
三
例
あ
ろ
。
即
ち
山
・
開
m
o
m同
r
o
H
O
P一
回
目
。
一
巧
ロ
『
門
戸
口
円
一
N
P
E
g
g
s
-日
内門げ白
H
J
白山一戸】回目
z
u・
設叫日
主
26 
ロ
・
丹
門
品
目
。
円
rmH・0
門
出
ヴ
ロ
印
m口
一
目
。
円
ロ
凹
印
一
mDnH門
戸
印
。
仲
HOHU門
出
ヴ
ロ
日
pmm一間口
μ
円
。
同
ロ
ロ
J
M
・
主
-
P印
印
ぽ
E
E
m
g
r山口
P
S
E
E
m門
戸
O
E
E
H
5
5円
H
F
5・
同
2
4
2
H
回
一
印
門
oq
。
門
口
お
開
口
問
-
u
r
F
J
4
H
H
V・
。
同
・
斯
〈
の
如
き
原
則
は
定
期
年
金
受
約
(
同
g
R
D
5
E
円
[
H
・
a-
さ
巳
さ
の
場
合
に
も
又
之
を
越
用
す
る
事
を
得
可
し
、
印
ち
此
の
場
令
に
於
て
も
保
詮
は
相
緩
人
及
譲
受
人
に
濁
し
て
潟
3
れ
る
が
放
に
譲
受
人
は
保
詮
約
款
に
合
ま
る
る
格
利
含
取
得
す
る
も
の
な
b
、
従
て
譲
受
人
は
譲
渡
人
の
前
者
ご
保
設
約
款
の
他
の
蛍
事
者
ご
の
間
に
合
意
ゐ
り
た
る
土
地
仁
謝
す
る
請
求
権
を
譲
受
人
ざ
し
て
自
己
の
名
に
於
て
主
張
す
る
事
を
得
可
く
剣
決
も
又
之
?
認
め
た
り
〈
註
幻
〉
。
故
に
或
は
此
約
款
は
純
粋
な
る
債
権
関
係
に
も
応
用
し
得
ら
る
可
く
、
従
っ
て
債
格
の
譲
渡
の
可
能
守
之
れ
に
よ
っ
て
論
壱
ん
ご
欲
す
る
な
ら
ん
も
此
約
款
は
車
γ
流
通
設
券
の
約
款
の
前
徴
に
過
ぎ
ぎ
り
し
な
。
、h
J註
幻
出
門
戸
の
門
O
ロ
日
前
出
国
・
cmo∞O
品・
其
他
英
治
に
於
て
質
際
上
債
格
譲
渡
の
方
法
ざ
し
英
法
に
於
げ
る
街
耀
譲
渡
の
滑
平
て
活
用
さ
れ
た
る
は
債
様
譲
渡
の
目
的
の
た
め
に
す
る
代
理
に
し
て
、
出
g
q
〈同・
ω
0
・勺一
-
H
M
の
剣
決
に
於
て
既
に
実
例
を
一
不
め
し
た
b
o
印
ち
ブ
ラ
シ
ジ
ス
は
ス
ア
エ
フ
ァ
ン
に
濁
し
自
己
の
債
権
を
譲
渡
す
る
さ
同
時
に
ス
ア
エ
フ
ア
ジ
を
し
て
自
己
の
名
(
ブ
ラ
シ
ジ
λ
の
)
に
於
て
債
権
に
基
く
訴
訟
を
提
起
し
得
可
き
標
限
?
奥
へ
た
り
。
然
る
に
業
後
ブ
ラ
シ
ジ
ス
は
死
己
し
た
る
が
故
に
ス
ア
エ
フ
ァ
ン
は
プ
ラ
ン
ジ
ス
の
遺
ユ
一
一
日
執
行
者
の
名
を
以
て
訴
訟
提
起
し
た
り
、
裁
剣
所
は
此
事
件
に
調
し
プ
ラ
ン
ジ
ス
ざ
ス
-
ア
エ
フ
ァ
ン
の
問
に
ゑ
さ
れ
た
る
債
権
の
譲
渡
は
有
致
な
b
、
従
っ
て
ス
ア
エ
プ
ア
ン
の
提
起
し
た
る
訴
は
正
蛍
な
る
も
の
さ
な
し
た
り
。
叉
出
g
q
七
世
の
時
代
に
於
て
も
債
務
者
が
債
務
の
桃
川
済
方
泌
さ
し
て
債
穣
者
に
自
己
の
債
権
ケ
奥
へ
た
る
場
合
に
於
て
も
茶
譲
渡
は
有
致
に
し
て
債
格
者
は
債
務
者
の
名
に
よ
っ
て
訴
権
を
行
使
し
得
る
も
の
さ
な
し
た
る
剣
決
ゐ
0
 
3
Q
J
 
新
く
の
如
く
代
理
の
方
法
に
よ
る
債
総
の
譲
渡
は
寅
際
上
認
め
ら
る
所
に
じ
て
其
賃
盆
は
債
務
者
の
協
一
大
玉
商
業
主
経
済
カ
な
〈
し
て
債
様
譲
渡
の
買
を
泉
ぐ
る
に
在
り
。
然
れ
J
Y
」
も
代
理
委
任
決
(
P
句
o
d
d
o町
mH105q)
の
方
法
に
よ
る
方
、
法
は
古
代
に
於
て
は
後
世
に
於
け
る
が
如
く
多
〈
利
用
さ
れ
5
る
所
に
し
て
、
又
古
代
に
於
て
は
訴
訟
法
上
の
代
理
は
一
般
的
に
許
容
3
れ
や
多
く
の
制
限
の
下
に
之
争
詐
さ
れ
た
り
、
又
ア
ン
グ
ロ
サ
ク
y
y
、
法
の
下
に
於
て
は
訴
訟
法
上
の
代
理
は
詐
さ
れ
ぎ
る
所
に
し
て
ノ
Y
T
Y
注
の
侵
入
さ
共
に
漸
〈
認
め
ら
れ
た
る
も
の
な
り
(
設
問
、
ノ
Y
マ
y
治
に
よ
り
英
闘
に
移
植
せ
ら
れ
た
る
訴
訟
法
上
の
代
理
は
本
来
閥
王
の
椛
限
に
よ
り
初
め
て
生
宇
る
も
の
な
り
。
却
も
受
任
の
詐
容
は
図
王
の
特
別
な
る
恩
窓
に
よ
り
で
な
さ
る
る
も
な
の
な
り
し
な
り
。
然
る
に
の
]
さ
く
一
一
一
g
以
後
に
於
て
は
受
任
の
詐
察
は
図
王
之
伝
匁
す
の
み
な
ら
歩
、
問
王
の
裁
剣
官
も
又
之
れ
匁
す
事
伝
得
る
に
到
り
た
b
Q
然
れ
ポ
と
も
此
場
合
に
於
け
る
一
夜
代
理
人
の
有
す
る
授
格
の
格
限
は
必
ら
や
J
し
も
完
全
に
非
ら
ぎ
り
き
、
蓋
し
一
夜
代
理
人
は
白
ら
裁
判
所
に
出
頭
し
、
代
理
人
を
任
命
す
る
事
ヶ
姿
し
た
れ
ば
、
代
理
擦
の
授
格
は
一
六
六
口
頭
鯨
論
(
云
宮
色
。
r
o
〈
q
E
E
E口
問
)
以
前
に
於
て
は
之
を
免
す
前
半
能
は
や
J
、
従
て
口
頭
競
論
開
始
ま
で
は
債
格
の
譲
受
人
は
加
倒
立
し
て
債
務
者
に
割
す
る
事
を
得
ぎ
り
し
の
み
な
ら
や
'
或
場
合
に
於
て
は
訴
訟
上
の
代
理
を
禁
止
さ
れ
た
る
が
故
な
b
(註
却
し
。
又
百
R
O吋
PYω
停
g
に
於
て
も
共
一
例
ざ
し
て
釣
人
訴
訟
の
或
部
分
に
濁
し
て
は
訴
訟
上
の
代
理
ぞ
許
さ
ざ
る
も
の
ご
せ
り
。
之
れ
に
よ
っ
て
蹴
る
に
古
代
の
剣
決
に
於
て
は
訴
訟
代
理
に
よ
る
債
格
譲
渡
に
閲
し
て
は
一
般
的
に
之
一
子
認
め
ゴ
り
し
も
の
な
り
ご
一
玄
ム
可
く
訴
訟
上
の
代
理
は
縫
応
訟
に
於
て
は
最
古
の
方
式
ざ
し
て
傘
主
せ
ら
れ
た
る
に
拘
ら
宇
(
前
出
)
英
法
に
濁
し
て
は
其
債
低
少
き
佐
観
る
ハ
詑
印
〉
。
詮
初
出
円
ロ
ロ
ロ
巾
吋
日
一
関
口
聞
の
ゲ
ロ
ロ
mgm-tN-
諮
問
国
E
D
Rロ
ロ
・
ロ
・
o
p
A
ω
。・山、
gHげ
o
o
r
同門
7
5己
口
・
3
・
J
1
Y
H
J
1
・
H
V
・同
ω
V
J
1
]
・
J
1
・
ヲ
ミ
・
詮
叩
然
ろ
日
間
2
4
J
1
H
の
時
代
に
於
て
初
め
て
訴
訟
法
上
の
代
理
為
一
般
に
認
内
裁
判
官
の
協
力
な
く
し
て
受
任
私
混
寸
事
ル
得
ろ
に
到
つ
士
。
ハ
出
g
q
J
1
H
・
内
ロ
匂
・
可
・
〉
上
越
の
如
く
訴
訟
注
上
の
代
理
は
債
椛
譲
渡
の
理
九
州
又
は
方
泌
さ
し
て
債
値
少
な
り
し
に
拘
ら
子
、
古
く
よ
り
此
方
法
を
議
じ
、
こ
れ
に
次
じ
で
此
方
法
を
簡
便
な
ら
し
め
ん
ご
し
て
諸
根
の
方
法
ぞ
講
じ
居
た
る
は
明
白
な
る
事
買
に
し
て
ハ
註
況
)
、
途
ひ
に
此
方
法
を
債
権
譲
渡
の
目
的
の
た
め
に
応
用
す
る
事
甚
々
し
き
に
到
り
、
第
十
五
世
紀
以
来
英
凶
人
は
之
に
劃
す
る
調
策
ご
し
て
訴
訟
法
上
の
代
理
調
し
諸
種
の
制
限
を
加
へ
ん
ご
し
た
b
。
印
も
訴
訟
治
上
の
代
理
の
委
任
ケ
以
て
亘
弘
E
g
g
R
〈
註
閉
山
〉
ど
し
て
之
を
治
律
上
無
放
さ
な
し
た
b
、
今
其
一
二
例
を
奉
げ
て
説
明
す
可
し
。
句
30-】
〈
・
出
一
色
仕
え
事
件
に
於
て
の
当
身
剣
一
半
日
〈
「
五
日
人
の
取
引
観
念
仁
従
へ
ば
云
包
三
g
さの
O
は
一
般
的
に
は
あ
ら
ゴ
る
も
多
く
の
場
合
無
殺
さ
な
さ
，
さ
る
可
か
ら
や
J
、
而
て
商
人
間
に
於
て
は
通
常
債
務
詮
書
ぞ
以
て
金
銭
じ
交
換
す
る
争
有
償
ど
な
す
も
此
場
合
に
於
て
は
債
務
読
者
守
本
来
の
債
権
者
に
反
還
せ
子
且
債
務
談
全
日
を
取
得
し
た
る
者
が
訴
訟
の
蛍
事
者
に
な
ら
ゴ
る
限
b
昌
弘
三
8
2
8
に
あ
ら
‘
ざ
る
も
他
の
場
合
に
於
て
は
全
て
譲
渡
は
無
双
な
り
ざ
す
』
英
法
ι於
げ
る
伎
抗
議
披
の
拍
車
さ
。
然
れ
♂
こ
も
此
説
明
は
甚
々
不
明
瞭
に
し
て
未
だ
以
て
充
分
な
り
さ
砕
す
る
事
ケ
得
手
。
然
る
に
後
に
到
り
て
出
R
5巧〈・
9々
事
件
に
於
て
、
裁
判
所
に
於
て
又
は
権
限
あ
る
官
吏
の
面
前
に
於
て
利
均
し
た
る
↓
公
正
詮
書
に
よ
り
債
権
争
譲
渡
す
可
き
事
を
約
四
さ
な
す
は
不
治
に
し
て
冨
巳
互
の
ロ
き
の
ο
な
b
、
従
て
斯
く
の
如
き
約
因
は
普
通
法
に
反
す
る
が
故
に
有
殺
な
る
約
因
に
あ
ら
十
さ
な
す
剣
決
み
の
り
で
初
め
明
瞭
ご
な
り
た
ム
リ
。
L
L
h
胃ム
-一jHn
a
〉
B
O
M
H
叶
げ
白
色
印
問
。
一
回
一
口
O
向
。
}
】
伊
丹
円
。
】
印
山
口
P
D
m
u
a
K
M
E
m
-
B口
同
阿
佐
円
O
H
U
P
H
}
-
M
∞品・
z
p
{
E
g
g
s
に
三
種
わ
り
、
一
は
の
日
岡
山
吉
町
内
Hq
こ
は
開
g
F
2
m
q
に
し
て
最
・
後
の
も
の
は
訴
訟
の
目
的
物
土
る
契
約
其
他
の
法
律
問
係
の
特
別
事
者
に
わ
ら
ず
ろ
に
拘
ら
?
訴
訟
に
於
て
他
人
為
扶
助
寸
ろ
場
合
に
し
て
普
通
第
三
粒
あ
以
て
日
昌
弘
己
g
包
0
0
さ
な
す
。
昌
弘
己
S
B
B
の
契
約
は
不
法
に
し
て
ハ
の
H
O
口
4
・】
0
4
4
・
H
∞
r-v唯
行
訴
訟
の
円
的
に
封
し
正
営
な
ろ
共
通
の
利
益
た
有
ず
あ
場
合
、
遺
徳
的
迎
由
の
あ
ち
場
合
に
限
リ
、
判
列
上
詐
さ
ろ
』
も
の
で
あ
ろ
、
企
(
他
同
g
Zロ日
]
P
4
4問
。
同
開
口
m
E
L
〈
CH・
ぐ
口
H
H
d
-
S
?
u
c
m
に
つ
き
凡
ら
れ
穴
し
。
tム
2
回一
U
向。
一
六
七
商
業
さ
経
済
是
ケ
要
す
る
に
債
様
譲
渡
の
た
め
に
す
る
訴
訟
代
理
は
昌
弘
5
8
8の
の
ざ
し
て
取
扱
は
れ
た
り
し
は
明
白
な
る
事
買
に
し
て
債
権
取
引
の
稀
少
な
り
し
時
代
に
於
て
は
或
債
格
の
移
特
を
目
的
ご
す
る
行
須
の
裏
面
に
は
必
ら
宇
や
何
等
か
の
不
純
な
る
動
機
の
存
す
る
も
の
ご
仮
想
し
以
て
法
律
が
債
権
非
譲
渡
性
に
関
す
る
従
来
の
、
法
律
上
の
原
則
に
向
は
ん
ざ
す
る
は
極
め
て
自
然
的
な
る
事
・
買
な
り
ざ
す
。
貫
際
期
〈
の
如
き
傾
向
は
法
律
智
識
に
富
み
且
敏
捷
な
る
人
(
巳
口
。
「
め
の
zrsamo円
ロ
ロ
仏
mogロ仏円。円。
同
)
0
2
0ロ
)
が
訴
訟
に
よ
り
得
可
き
債
樫
の
一
-
部
又
は
全
部
合
一
被
代
理
人
に
蹄
屈
せ
し
む
可
き
約
束
の
下
に
於
で
訴
訟
遂
行
の
た
め
に
代
理
人
ざ
な
り
た
る
が
如
き
場
合
に
於
て
特
に
頴
若
な
り
ぜ
一
去
ふ
可
く
(
註
ぎ
従
て
斯
〈
の
如
き
疑
は
し
き
行
ゑ
は
真
正
な
る
意
図
に
忠
た
る
債
権
の
譲
渡
に
も
影
響
を
血
(
へ
、
途
ひ
に
英
治
に
於
て
は
昌
巳
HMREDR
の
観
念
の
濫
用
を
生
じ
第
三
者
の
た
め
に
す
る
契
約
、
保
険
詮
券
業
他
商
法
上
の
設
券
も
荷
行
忽
に
悶
せ
ざ
る
限
り
会
て
民
ω
E
a
r
g
H
5
0
さ
な
さ
る
る
に
到
b
た
り
ハ
詰
叫
U
O
一
大
入
争
屯
円
。
一一昨内
ο
止
の
場
合
又
は
、
、
れ
に
類
似
す
ろ
場
合
は
全
て
宮
山
一
E
g・
8
0
0
さ
な
し
穴
ろ
者
わ
り
、
例
へ
ば
辛
巾
ロ
口
0
・
口
・
匂
・
∞U3・
〉
E
2
日
前
回
目
}
-
M
∞4
・
g
g・
ω
ト
主
4占
旦一
u
n
G
上
越
の
如
く
債
格
譲
渡
の
た
め
に
す
る
訴
訟
注
上
の
代
理
は
一
般
に
詐
さ
れ
ざ
り
し
所
な
り
し
も
第
十
七
世
紀
に
到
り
初
め
て
委
任
肢
は
債
格
を
他
人
に
移
轄
す
可
き
一
般
方
桧
な
り
ご
認
め
ら
る
る
に
到
台
、
一
入
七
三
年
の
守
色
g
Z
B
〉
立
に
到
り
て
債
権
譲
渡
に
謝
す
る
、
返
代
的
御
念
守
英
法
の
上
に
於
て
見
る
事
を
得
る
に
到
b
た
b
o
以
上
会
要
す
る
に
英
樹
普
通
法
に
於
て
は
債
権
の
譲
渡
は
図
王
に
濁
し
て
の
例
外
其
他
僅
少
な
る
例
外
の
下
に
於
て
認
め
ら
る
る
に
す
ぎ
歩
し
て
一
般
に
は
無
殺
さ
な
さ
れ
た
る
な
り
、
但
し
債
務
者
の
承
諾
を
得
其
協
力
に
よ
る
債
離
の
譲
渡
は
有
殺
な
り
し
が
如
1
u
。前項
に
於
て
債
様
の
譲
渡
は
普
通
法
上
之
を
許
容
せ
ら
れ
ぎ
る
も
の
ご
免
し
た
る
所
な
る
も
其
基
礎
に
濁
し
て
は
何
等
の
説
明
な
く
、
且
之
を
立
詮
す
る
に
足
る
注
源
も
極
め
て
貧
弱
な
り
。
。一
gi-ω
は
債
権
の
意
義
を
説
明
す
る
事
な
く
し
て
其
成
立
さ
訴
訟
法
上
に
於
け
る
債
穫
の
関
係
に
つ
き
て
の
み
設
明
し
.
】
W
H
・R
Z
F
E
o
s
-
ロユ耳
O
ロ
の
如
き
は
債
挫
の
定
義
台
下
し
た
る
も
羅
馬
法
に
従
ひ
た
る
に
過
ぎ
や
J
、
郎
ち
之
等
の
著
者
に
よ
れ
ば
債
権
ご
は
次
の
意
義
含
有
す
。
。
豆
一
向
伊
丹
{
O
P
Z
R
B
O民
宮
ユ
ω
〈山口
o
z
-
c
E
Q
H
O
ロ
22ω
一E
R
m
w含
け
江
口
札
口
】
己
門
戸
仏
と
F
口
広
己
mwロ(】戸円
H
H
丘
町
山
の
一
gハ
]
C
B
W
C
門
己
ρ
z
U
]
一m
w
門5
P
R一円。門
戸ω門戸山の門戸】
ω
m
H
一一のロ門戸〔]山口(日ロ{〔】の門口]のめ円
mH門
HhH
一日ρc{(日
(
リ
0
ロ門戸一
mmH民
0
・・・
0ω
円
。
巳
5
0
一一m
p
片山。
ρ
ロh
H
t
n
o
p
a
r・山口問白色
0
・
印
ち
債
権
は
人
ご
人
さ
の
関
係
に
し
て
営
事
者
の
何
れ
か
一
人
の
不
存
在
又
は
消
滅
は
債
権
の
治
減
伝
来
た
す
、
従
て
債
権
者
の
滋
更
は
夏
改
に
し
て
、
而
も
前
惑
の
如
く
更
改
に
於
て
は
人
員
交
替
じ
よ
り
新
債
総
が
後
生
す
可
き
な
り
。
債
格
は
債
格
者
債
務
者
向
の
人
的
関
係
な
b
芯
な
英
法
に
於
げ
る
債
権
譲
渡
の
的
平
す
理
論
は
上
越
の
著
書
に
も
見
ゆ
る
如
く
英
国
に
於
て
固
有
に
後
還
し
た
る
観
念
に
し
て
経
応
注
の
衣
服
ぞ
外
翻
上
ま
た
ふ
に
拘
ら
宇
其
質
問
孔
に
於
て
は
英
図
固
有
の
治
体
に
基
礎
ケ
置
く
も
の
な
り
ハ
話
回
〉
。
例
ヘ
グ
ふ
、
出「
O
巧
H
H
J
1
・
〉
ロ
。
口
事
件
(
E
S円
(
二
口
・
マ
ミ
ゲ
o
o
r
)
に
於
て
債
権
関
係
は
債
附
他
者
債
務
者
間
の
訴
人
関
係
な
り
さ
の
理
論
は
叉
質
際
上
に
於
て
も
利
用
さ
れ
居
る
事
買
を
一
不
め
せ
り
。
郎
ち
、
出円。巧
H
H
は
債
格
詮
宝
日
に
基
き
債
務
者
の
遺
4
一一口執行
者
に
鈎
し
債
権
伝
主
臆
し
た
り
、
然
る
じ
遺
一
一
一
一
口
執
行
者
は
「
債
格
詮
常
一
日
に
於
て
は
債
務
者
自
身
が
指
名
さ
れ
、
従
て
債
務
者
の
み
が
人
的
義
務
ぞ
負
ふ
可
き
も
の
に
し
て
泣
き
口
執
行
者
は
債
権
詮
書
上
の
義
務
を
負
ふ
の
責
を
有
せ
十
」
ご
異
議
を
申
立
て
た
り
、
之
れ
に
調
し
、
ロ
3
5同
は
「
彼
等
(
遺
一
一
一
一
口
執
行
者
)
は
死
者
に
代
る
可
き
者
(
∞
守
早
川
伊
豆
g
E
号
E
F
E
g
己
g
〈
3
5
t
g
g
)
な
り
、
故
に
彼
位
一
寸
は
死
者
の
義
務
営
途
行
す
可
き
な
り
」
ご
主
践
し
た
る
に
封
し
、
泣
一
一
一
一
口
執
行
者
は
依
然
前
設
を
採
b
て
勤
、
ざ
り
し
も
相
続
注
上
一
六
九
商
業
ミ
経
湾
の
理
由
に
基
き
途
ひ
に
敗
・
諒
し
た
り
。
仙
波
れ
ど
も
こ
れ
に
よ
っ
て
英
国
法
に
於
て
も
外
同
法
の
影
響
?
受
け
宇
し
て
債
権
問
係
は
人
的
関
係
な
り
さ
な
す
理
論
が
債
根
治
の
基
調
営
匁
す
守
了
解
す
る
事
を
符
ぺ
『
し
。
然
る
に
伐
普
通
法
に
於
け
る
債
総
の
非
譲
渡
性
に
関
す
る
理
論
争
」
説
明
す
る
に
有
盆
な
る
次
の
如
き
場
合
あ
り
J
印
も
、
占
有
す
る
事
ケ
待
ぺ
き
有
陸
物
さ
間
半
仁
訴
訟
に
よ
っ
て
の
み
目
的
診
遣
し
得
可
き
単
な
る
様
利
の
調
立
之
な
り
〈
誌
が
ち
司
o
-
z
は
其
苓
m
g
の
O
B
E
S
E
-一g
y
吾
〉
口
問
ロ
g
己
に
於
て
有
位
物
の
譲
渡
の
性
質
及
実
種
類
を
述
べ
て
臼
く
、
問
。
2
5
2円。
B
ω
一一
8
2
A
C
R
Z
ロ
ロ
旬
。
ω
ロ円、巳
F
o
一口の
O「
勺
O
H
d
一の
ω
口付〕己『一
m
H
O
門
認さ一
Z
R
ω
・
ざ
し
又
臼
〈
、
HHHOO吋
勺
O
円包
2
2
5
3切千
円目。円山口。口市
O
円。
Hd
口付ロ
0
0
ロ
ωzomH
均一口めの
ω…ロ
σ
のO
門司
O「
0
4
M
・門戸
L
r
A
己
目
白
旬
。
円
∞
O
丹門戸仏門一。口。ロ】ロ
O
口問
)
m
w
己ロロ円ロロ守」
な
す
、
こ
れ
に
よ
っ
て
翻
る
に
有
際
物
上
の
秘
利
の
譲
渡
に
於
て
は
物
の
占
有
の
引
波
守
安
す
。
然
る
に
若
し
格
利
の
譲
渡
の
前
提
ご
し
て
も
占
有
の
明
波
を
一セ
O
必
援
な
り
ざ
す
れ
ば
吾
人
は
無
怯
物
の
引
渡
の
場
合
に
は
如
何
に
忽
す
可
き
か
の
困
難
な
る
問
題
に
営
面
せ
。
さ
る
可
か
ら
子
、
蓋
し
無
位
物
は
出
B
の件。ロハ註幻〉
の
一
去
る
が
如
く
五
日
人
之
子
見
る
辛
子
得
予
燭
る
事
を
得
、
ざ
る
が
故
に
引
渡
は
詐
さ
れ
ぎ
る
も
の
な
る
が
故
な
り
。
従
て
忠
ふ
に
格
利
の
譲
渡
は
占
有
物
の
引
渡
な
〈
ご
も
観
念
す
る
一
事
ぞ
得
可
〈
常
事
者
間
の
人
口
怠
の
み
存
在
す
れ
ば
足
る
も
の
な
ら
ん
。
然
り
ぎ
雄
も
斯
く
の
如
き
悶
・
定
は
立
〈
営
時
の
治
体
規
念
の
倫
之
子
容
る
る
所
に
非
ら
ぎ
り
し
が
故
に
英
図
人
は
此
場
人
口
も
な
ほ
物
秘
法
上
の
理
論
に
依
ら
ん
ご
せ
り
。
印
ち
出
3
の門
O
D
は
腕
仙
利
一
譲
渡
を
E
3
2
ロ
g号。円一♂
2
一山口
ω
E
M
門
r
z
r
B
o
己
E
S
Jこ
な
し
占
有
移
蒋
を
援
制
せ
り
。
期
く
し
て
菜
、
伎
に
於
て
は
有
位
物
さ
無
健
物
ぎ
を
同
一
階
梯
に
泣
か
ん
宇
佐
欲
し
た
る
な
り
。
例
へ
ば
巴
5勺
o
剣
一
平
は
一
夜
謎
樫
F
円3
5門
の
移
時
は
常
事
者
が
寺
院
の
門
前
に
到
b
、
譲
受
人
に
譲
渡
を
約
す
、
か
く
す
る
時
は
-
」
れ
ざ
同
時
に
寺
院
の
門
扉
の
占
有
が
移
縛
さ
れ
た
b
さ
な
す
な
り
へ
註
部
〉
。
倫
此
穏
の
方
訟
に
類
似
の
方
渋
が
地
代
の
譲
渡
の
場
合
に
於
て
も
誌
や
ら
れ
た
り
。
印
ち
地
代
の
権
利
の
談
波
に
際
し
で
は
土
地
所
有
者
(
地
主
)
は
・
規
格
利
者
訟
譲
受
人
ざ
し
て
支
抑
ケ
免
す
事
含
妥
し
、
此
支
拐
さ
共
に
地
代
は
あ
た
か
も
有
他
物
の
如
く
新
松
利
者
の
占
有
に
蹄
す
る
な
り
〈
註
印
U
O
然
れ
♂
と
も
斯
く
の
如
き
占
有
の
引
渡
の
擬
制
は
権
利
の
よ
っ
て
立
つ
(
門
戸
(
目
。
円
何
日
Z
え
め
の
主
)
有
般
物
の
存
在
ケ
必
一
裂
さ
し
、
躍
に
人
的
関
係
の
み
の
存
す
る
場
合
に
於
て
は
擬
制
は
成
し
符
可
か
ら
J
ざ
る
所
な
り
，
従
て
無
州
版
物
の
譲
渡
の
例
一
不
ぎ
し
て
は
単
に
物
椛
の
譲
渡
の
場
合
の
み
を
引
設
す
る
事
。
ゲ
」
得
る
も
純
粋
な
る
債
権
の
場
合
に
於
て
引
詮
す
る
市
引
を
得
ぎ
る
な
b
。
↑ι，
a
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n
a
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国
E
ロロ日日開門回目円
moyg
同
2
Z
ρ
ロ日
g
・
m-
品。・同
2
4
2
前
出
J
1
0
】・ロ円】
-
H
M
A
V
・国
4
5
8
ロ
陶
ド
同
-
H
V
・品。
此
分
類
口
英
法
に
於
て
は
依
然
存
在
す
ろ
所
に
(
て
、
英
訟
の
主
嬰
な
ろ
一
の
法
律
制
度
島
知
す
。
J
J『
↑
E
P
E
r
可・句・日)・
M
N
∞-
F
・
0
巧
ぬ
ロ
日
吋
no司
g
g同ロロ
Q
E
2
q
o
向山口口
0
4
c
g
-
F
0
1
2
5
0
ロ
昨
日
】
P
J
4
門官日円
。ュ一司
英
法
に
於
げ
ろ
伎
路
一
部
伎
の
沿
平
阿
川
2
W
4
J
1
。]・〈・日)・
M
M
・
3
・
P
R
Z口
前
出
匂
・
M
N
-
被
諮
躍
さ
お
譲
渡
に
閲
し
て
は
ロ
5
2
0
ロ
o
g
E
c
r
u
ω
P
同8
4
0
印
前
出
口
・
日
)
・
ω
。
地
代
は
元
物
躍
さ
し
て
認
め
ら
れ
、
し
も
、
人
的
地
代
目U050
ロ乙
B
E
ハ
土
地
よ
り
止
ず
み
も
の
に
非
ら
ぎ
あ
地
代
〉
の
生
?
ろ
に
及
び
ハ
出
o
z
g
H
百
m
g
q
。同開口閃日目白
]
M
F
J
4
由
。
。
巷
照
)
て
も
な
ほ
泊
代
の
物
能
的
性
質
た
擬
制
に
よ
り
説
明
ぜ
ん
さ
し
土
、
然
ろ
に
伎
に
到
リ
遂
ひ
に
士
(
封
人
法
的
性
質
ル
有
寸
ろ
も
の
さ
認
め
ら
ろ
に
到
リ
出o
己
完
工
・
出
。
仏
〈
の
日
事
件
は
諮
ひ
に
封
入
躍
で
潟
す
に
到
つ
土
。
然
b
ご
臨
も
岐
に
述
べ
た
る
が
如
く
古
代
の
法
律
者
一
日
が
ご
る
が
如
き
羅
厄
治
の
影
響
含
受
け
た
る
債
権
の
観
念
ケ
直
ち
に
英
治
に
於
け
る
債
格
譲
渡
の
場
合
に
用
ふ
る
事
を
得
5
る
事
は
明
か
な
る
を
以
て
債
権
の
非
譲
渡
性
に
関
し
て
は
結
果
上
述
し
た
る
所
の
理
論
に
よ
ら
，
さ
る
を
得
ぎ
る
な
り
(
詰
刊
〉
O
然
る
に
ア
)
-
一
O
の
一
日
日
弘
己
gL(ZEo--可
。
コ
ro
開
口
ms
-
r
r
F巧
〈
o-・
出
)
が
述
べ
た
る
が
如
く
、
様
利
は
有
峰
物
に
化
挫
す
る
方
治
以
外
の
方
法
に
於
て
は
到
底
之
ケ
移
轄
す
る
争
得
子
、
従
て
椛
利
の
取
得
者
一
か
占
t
h
7
 
一一
U
H
O
註部
註
39 
七
商
業
さ
経
狩
有
や
』
得
る
迄
は
完
全
な
る
権
利
の
移
時
は
存
在
す
る
事
な
し
、
而
し
て
債
棋
に
は
斯
〈
の
如
き
観
念
会
用
ふ
る
事
を
得
5
る
が
故
に
皐
一
完
吾
人
は
債
権
は
之
を
他
人
に
移
轄
す
る
事
を
得
さ
り
し
な
る
可
し
ご
匁
す
が
如
き
草
純
な
る
観
念
が
営
時
存
在
し
た
る
は
取
引
の
僅
少
に
し
て
此
観
念
ぞ
除
斥
す
可
き
必
姿
の
存
せ
ぎ
る
さ
同
時
に
譲
渡
が
頻
繁
に
な
さ
る
、
格
利
に
就
き
で
は
単
に
物
様
法
上
の
理
論
に
従
へ
ば
充
分
な
り
さ
信
守
ら
れ
し
に
よ
る
の
み
に
し
て
、
他
に
重
要
な
る
意
義
子
有
せ
ゴ
る
な
り
。
註
ω
そ
の
結
論
に
悶
し
て
は
句
。
口
。
岳
5
門
戸
冨
忌
]
ロ
ロ
仏
国
一
m
g
q
'
O同
po
間
口
m
r
r
F
P
J
4
口同)・日
)
-
N
N
い
1
M
N
N
4
・
J必
要
照
さ
れ
皮
し
)
エ
ド
ヲ
f
v
・
コ
ヅ
ク
の
時
代
に
到
る
迄
債
格
の
非
議
波
性
の
原
理
の
問
題
に
到
し
解
決
の
材
料
診
奥
へ
た
る
も
の
無
く
、
コ
ッ
ク
の
茶
日
の
。
E
g
g
g
q
H
O
ロE
O
H
O
H
H
に
於
て
初
め
て
債
総
非
譲
渡
性
に
お
し
一
の
理
論
を
奥
へ
た
り
。
印
も
臼
く
「
y
ヅ
Y
ト
ン
の
述
ぷ
る
所
は
ハ
註
叫
〉
普
通
渋
上
の
原
理
に
し
て
英
理
論
に
よ
れ
ば
債
擦
の
譲
渡
の
許
当
れ
ぎ
る
は
冨
包
D
R
E
E
5
0、
権
利
の
抑
懸
及
訴
訟
提
起
の
殺
唆
の
回
避
を
七
理
由
ご
す
る
も
の
な
り
さ
。
之
を
換
」
一
一
目
す
れ
ば
、
者
し
債
権
の
譲
渡
を
詳
容
せ
ば
債
権
は
常
に
強
者
に
の
み
移
持
さ
れ
強
者
其
得
た
る
襟
利
争
以
て
盆
々
業
法
律
的
暴
力
を
振
ふ
に
反
し
、
弱
者
は
常
に
強
者
に
屈
従
せ
、
ざ
る
可
が
ら
、
ざ
る
が
如
き
結
果
を
生
子
る
が
故
に
債
権
譲
渡
は
之
γ
許
容
せ
ゴ
る
所
た
り
さ
な
す
事
を
得
可
し
。
而
て
コ
ヅ
グ
の
此
理
論
は
例
へ
ば
向
。
Ev--5
・
出
干
の]
G
S
5英
他
の
若
者
に
於
て
、
或
は
他
の
理
論
に
伶
ひ
、
或
又
濁
立
し
て
述
ぺ
ら
る
¥
A
所
詮
必
〉
な
る
も
、
之
等
の
理
論
に
従
ふ
時
は
、
債
務
の
譲
渡
は
賢
際
上
の
理
由
に
基
き
て
禁
性
ら
る
る
も
の
な
る
が
故
に
皐
克
英
図
普
遮
法
に
於
て
も
債
棋
の
譲
渡
は
必
宇
し
も
呉
基
本
的
法
律
概
念
(
又
は
原
則
)
に
廷
背
せ
。
さ
る
所
た
b
ご
な
3
‘
ざ
る
可
か
ら
、
ざ
る
に
到
る
可
し
。
上
述
の
如
く
の
{
い
の
一
お
ぞ
初
め
甲
山
の
宮
門
0
5・
(Uoss
三
ω
の
如
き
格
成
が
債
総
の
非
議
波
性
は
便
宜
上
の
理
論
に
基
く
も
の
ぜ
な
す
を
以
て
五
日
人
は
英
闘
に
於
け
る
第
十
七
世
紀
又
は
第
十
八
世
紀
の
債
格
湖
一
論
に
於
て
は
既
に
債
格
の
譲
渡
は
未
知
の
事
項
に
非
玄
る
を
知
る
。
益
し
若
し
債
擦
の
譲
渡
が
漆
律
上
の
理
論
に
反
す
る
も
の
さ
せ
ば
既
に
其
賂
に
付
き
詳
細
に
論
及
す
る
所
あ
ら
、
ぎ
る
可
か
ら
ぎ
る
に
拘
ら
歩
、
未
だ
論
及
さ
れ
た
る
事
な
き
さ
共
に
、
其
時
代
に
於
て
も
衡
平
法
上
の
裁
判
及
草
行
の
成
文
治
に
於
て
は
債
権
の
譲
渡
を
認
め
、
其
観
念
の
後
遺
は
普
道
法
に
於
て
も
叉
債
権
譲
渡
を
認
め
ん
ざ
す
る
形
勢
を
作
ら
ん
さ
し
つ
¥
み
あ
り
し
事
実
に
よ
っ
て
も
明
か
な
る
事
買
な
り
、
又
少
く
さ
も
法
律
理
論
に
於
て
も
賃
際
上
債
権
の
譲
渡
が
行
は
れ
判
例
も
之
を
認
な
る
の
事
資
企
看
過
す
る
の
事
な
し
、
此
事
賞
も
又
其
見
解
ケ
詮
す
る
に
足
る
も
の
さ
云
ふ
可
し
。
伎
一
ら
ば
コ
ッ
ク
の
理
論
は
普
通
法
上
の
債
権
の
非
譲
渡
性
の
原
則
合
詮
明
す
に
充
分
な
ら
や
J
さ
務
す
る
事
ぞ
得
べ
し
J
然
る
に
倫
コ
ッ
ク
が
斯
く
の
如
き
説
明
を
災
き
ん
さ
し
た
る
は
次
の
'
却
さ
理
由
に
よ
る
も
の
な
ら
ん
。
印
ち
理
論
的
基
礎
が
法
律
の
後
展
に
伶
は
ぎ
る
場
合
に
於
て
は
買
際
上
の
便
宜
に
基
き
て
説
明
す
る
外
に
念
な
し
、
従
て
・
昌
弘
E
g
g
s
の
理
論
に
基
き
て
、
債
英
訟
に
於
げ
る
債
擢
譲
披
の
沿
平
権
譲
渡
の
効
果
ケ
生
悲
し
め
ん
一
か
た
め
に
な
す
方
法
を
妨
が
ん
さ
欲
し
、
逐
ひ
に
之
ゃ
段
通
詮
券
に
及
ぼ
さ
ん
ご
欲
す
る
は
極
め
て
自
然
の
欣
態
な
る
可
し
。
さ
考
察
し
た
る
に
よ
る
な
ら
ん
υ
従
て
コ
ヅ
ク
の
理
論
は
営
時
に
於
け
る
普
通
法
ご
衡
平
法
ご
の
溺
立
よ
り
後
見
し
得
た
る
理
論
に
す
ぎ
や
し
て
、
普
通
法
さ
衡
一
半
治
さ
の
劉
立
佐
一
説
明
し
又
は
観
察
す
る
に
足
り
、
旦
コ
ヅ
ク
の
時
代
に
於
て
理
解
し
得
る
理
論
な
る
も
、
之
ヶ
以
て
泣
も
に
普
通
法
に
於
け
る
債
権
譲
渡
の
観
念
に
請
す
る
特
質
ゐ
る
理
由
ご
な
す
に
足
ら
ぎ
る
も
の
さ
す
。
豆
島
号
5
5
0
に
劃
す
る
懸
念
は
古
代
法
に
於
け
る
債
権
非
譲
渡
性
の
原
因
に
あ
ら
.
ざ
る
は
新
ら
し
き
皐
設
の
認
な
る
所
に
し
て
〈
詰
ぎ
且
此
理
論
に
比
し
古
代
法
に
於
て
合
ま
れ
た
債
様
関
係
争
」
人
的
関
係
な
り
さ
な
す
理
論
が
債
権
の
非
譲
渡
性
の
説
明
ご
し
て
は
優
れ
る
事
も
叉
認
め
ら
る
る
所
な
b
〈註
m
ご。
H
W
8
8ロ
臼
く
「
債
務
者
は
債
格
者
合
求
め
之
ケ
後
見
せ
ざ
る
可
か
ら
争
、
然
る
に
債
権
者
が
債
務
者
の
同
窓
又
は
承
諾
な
く
し
て
其
債
格
ケ
任
意
に
譲
渡
し
一
七
三
商
業
さ
経
済
得
る
も
の
ざ
す
れ
ば
債
務
者
は
債
格
者
を
求
め
之
会
後
見
す
る
事
を
得
、
吉
る
ぺ
し
・
」
ハ
設
μ
一
〉
故
に
債
格
は
譲
渡
す
る
事
や
得
宇
さ
。
従
て
此
見
解
に
従
へ
ば
債
務
者
は
本
来
の
(
又
は
営
初
の
)
債
権
者
に
お
し
て
の
み
義
務
を
負
ふ
可
き
な
り
故
に
債
棒
、
ω譲
渡
し
得
ゴ
る
は
営
事
者
(
債
楳
債
券
の
)
問
の
人
的
関
係
に
基
〈
も
の
な
り
さ
な
す
事
ケ
待
。
而
て
斯
く
の
如
き
理
論
は
古
代
法
に
濁
し
て
理
論
的
基
礎
を
奥
ふ
る
に
足
る
も
の
な
る
も
其
根
践
が
外
見
上
経
馬
法
の
影
響
合
受
け
た
る
も
の
さ
な
さ
れ
た
り
し
が
故
に
之
を
例
設
す
る
事
を
得
5
bし
に
す
ぎ
5
り
し
の
み
な
り
。
要
す
る
に
倍
程
の
非
譲
渡
性
の
原
因
は
占
有
の
移
轄
を
伶
は
、
ざ
る
漉
利
の
移
縛
?
治
伴
が
認
め
符
ぎ
り
し
に
基
く
も
の
に
し
て
、
換
言
す
れ
ば
格
利
譲
渡
の
前
提
た
る
抽
象
的
治
伴
概
念
の
欠
侠
に
基
〈
も
の
に
し
て
買
際
上
の
理
由
ケ
常
に
標
準
ご
な
す
皐
を
得
。
さ
る
可
し
。
上
述
の
如
く
普
通
渋
上
債
棋
の
譲
渡
ケ
詐
さ
れ
5
h
し
治
律
的
理
由
は
多
数
ゐ
る
も
結
局
庶
著
者
(
切
の
『
5
5
5
)
が
一
去
は
ん
ご
す
る
所
は
債
格
関
係
は
人
的
一
七
回
関
係
な
り
、
従
て
佼
絡
は
お
人
関
係
に
於
て
の
み
存
在
す
る
車
-
な
得
る
も
の
に
し
て
従
て
他
の
或
極
の
様
利
(
例
へ
ば
地
代
)
の
如
く
占
有
又
は
準
占
の
形
に
於
て
之
を
表
現
す
る
事
ぞ
符
ぎ
る
が
故
に
之
ケ
譲
渡
し
得
ぎ
る
も
の
な
'
り
さ
な
す
が
如
し
。
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u
H
a月
U
1
註川悦
四
第
十
七
世
紀
以
来
英
凶
に
於
て
も
債
格
譲
渡
争
認
む
る
の
傾
向
含
有
す
る
に
到
り
た
b
、
印
も
商
法
及
立
(
他
の
成
文
法
に
於
て
は
債
格
誌
波
の
原
則
に
盆
々
例
外
を
認
め
、
衡
卒
注
に
於
て
は
就
に
依
格
の
譲
渡
P
J認
め
居
た
り
。
然
る
に
普
通
法
し
於
て
は
依
然
さ
し
て
債
格
の
譲
渡
を
正
面
よ
り
認
な
る
に
到
ら
5
b
b
d
o
 
A
 
商
治
其
他
の
成
文
、
法
に
於
て
は
流
通
詮
券
子
moa
忌
巴
o
Z
ω
門
2
5
8け
さ
他
の
一
般
債
権
さ
が
}
広
一
別
し
流
通
詮
券
に
濁
し
例
外
子
認
め
た
り
。
此
所
に
所
謂
流
通
設
祭
さ
は
一
義
者
に
よ
り
譲
渡
さ
る
、
詮
件
付
及
無
記
名
詮
券
(
H
D
r
υ
σ
R
3立
2
・
)
を
合
み
、
之
等
の
詮
券
は
蛍
初
よ
り
契
約
に
関
係
争
」
有
せ
e
さ
り
し
者
が
詮
券
に
よ
り
詮
券
上
の
権
利
者
ど
な
り
得
ろ
結
に
於
て
立
義
を
有
す
る
も
の
な
り
。
又
之
等
の
詮
券
は
、
或
範
固
に
於
て
設
券
上
の
権
利
者
は
其
前
者
(
〈
2
m
g
m
q・
〈
2
B
Sロ
)
さ
猫
立
し
た
る
地
位
を
有
す
る
一
部
に
於
て
、
他
の
債
総
さ
呉
る
、
印
も
此
積
詮
券
的
債
総
に
於
て
は
前
者
に
机
到
す
る
抗
日
間
は
詮
券
上
に
明
示
さ
れ
や
且
詮
券
取
得
者
が
善
意
な
る
限
り
鐙
券
取
得
者
に
釣
抗
す
る
事
か
」
符
ぎ
る
な
り
。
故
に
此
秘
詮
券
の
取
得
者
は
誇
券
の
譲
渡
人
よ
り
も
治
体
上
優
越
せ
る
地
位
含
有
す
る
も
の
さ
云
ふ
可
英
法
に
於
げ
あ
債
桂
一
訟
践
の
泊
平
し
、
従
て
上
来
述
ぺ
来
り
た
る
債
総
譲
渡
の
観
念
を
股
密
に
営
て
は
む
る
事
を
得
ぎ
る
率
、
さ
な
る
、
故
に
涜
遮
詮
券
は
の
F
g
g
E
R
Z
C
H
H
さ
反
割
の
立
場
に
あ
る
も
の
さ
一
式
ふ
可
し
〈
註
4
3
註
M
W
〉ロ
8
ロ
H
F
P
4
0町
内
C
E
E口
門
日
匂
-
N
∞u
・
同
2
8ロ二一円・
宮内
mozυ
巴
o
Eぇ
E
B
m
E・
流
遮
詮
券
が
其
無
記
名
誇
券
な
る
場
合
さ
裏
書
譲
渡
に
よ
る
一
事
?
要
す
る
詮
券
な
る
場
合
さ
を
問
は
や
'
一
般
に
債
格
契
約
に
於
て
本
来
何
等
の
擢
利
を
有
せ
ざ
り
し
者
さ
臨
も
英
首
券
ケ
取
得
し
た
る
ど
き
は
自
己
の
名
に
於
て
債
継
を
主
張
す
る
事
ヶ
得
た
b
、
之
等
の
性
廷
は
譲
渡
の
性
質
ご
相
似
た
る
所
ゐ
り
、
然
る
が
故
に
普
通
治
は
斯
く
の
如
き
観
念
は
古
代
法
律
に
於
て
は
未
知
の
も
の
た
り
し
に
拘
ら
歩
譲
渡
に
劃
す
る
一
の
例
外
ご
し
て
認
め
た
る
な
り
。
英
法
に
於
て
譲
渡
(
又
は
移
特
)
し
得
た
る
最
古
の
詮
品
分
は
手
形
是
な
り
。
相
川
替
手
形
(
の
め
Nomgo
巧
め
の
一
回
路
一
)
は
古
く
よ
り
其
流
遮
性
を
認
め
ら
れ
た
る
も
の
に
し
て
、
約
束
手
形
回
m
g
o
Jて
ぐ
の
の
『
包
は
一
冗
英
涜
湿
性
ケ
認
め
十
従
で
約
七
五
商
業
さ
経
済
束
手
形
上
の
擢
利
の
取
得
者
は
振
出
人
(
〉
5
E
-
q
)
に
甥
し
訴
擦
を
有
せ
ゴ
り
し
も
.
商
業
、
経
済
の
放
態
の
愛
化
ご
共
に
約
束
手
形
の
、
流
一
辺
住
に
諒
す
る
要
求
盛
さ
な
b
、
途
ひ
に
〉
D
H】
ο
女
王
第
三
年
及
第
四
年
の
治
律
、
第
七
年
法
律
第
二
十
五
践
に
よ
り
約
束
手
形
さ
怨
替
手
形
さ
を
同
一
に
取
扱
ふ
に
到
b
た
。
L
り
J
第
十
九
世
紀
に
於
て
は
例
へ
ば
束
印
度
合
一
肢
の
俊
行
し
た
ろ
債
券
(
此
詮
券
は
ジ
ョ
ー
ジ
第
三
世
の
法
律
に
よ
り
初
め
て
移
時
診
詳
さ
れ
た
b
)
、
銀
行
紙
幣
、
小
切
手
、
仮
株
券
(
∞
の
ユ
℃
ω
H
D
官
一
日
訟
の
宮
山
口
)
の
如
き
多
数
の
流
通
詮
券
後
行
き
る
、
に
到
b
、
債
券
及
正
営
な
る
所
持
人
に
支
協
会
ゑ
す
事
缶
約
束
し
た
る
詮
書
の
如
き
も
の
は
全
て
洗
通
性
を
有
す
る
に
到
り
た
り
ハ
註
必
vo
註
必
例
へ
ぽ
出
品
ぎ
丘
は
一
七
O
四
年
ハ
ア
シ
ナ
女
王
〉
に
於
て
流
通
性
為
典
へ
ら
れ
、
5
1
2
E
Fえ
は
一
七
三
七
年
に
於
て
士
一
沈
語
性
ら
典
へ
ら
れ
Q
E・
口
。
・
3
・司-
N
ω
〉
民
O
H
g
m
o
ヴ
O
E
は
一
八
四
五
年
ピ
グ
ト
リ
ア
女
王
の
時
代
に
於
て
流
活
応
詳
さ
れ
小
い
の
で
あ
ろ
0
(
内
c
g℃・
の
]
吉
田
町
田
九
日
♀
・
∞
¥
A
V
J
1
{
の円・
2HV・
3.・
句
・
品
凶
〉
Q
一
七
六
然
る
に
ま
た
涜
遜
詮
券
以
外
の
他
の
の
r
g
g
宮
山の二
O
ロ
に
就
き
成
文
法
に
よ
り
流
通
性
争
認
め
た
り
、
例
へ
ば
組
合
員
持
分
の
め
閉
め
]zzrgE](同
∞
会
自
己
同∞
αN
・
)
(
詰
ざ
、
不
動
産
賃
設
券
E
S
§
止
め
ゆ
(
土
地
合
一
肱
治
第
二
係
及
第
三
伎
に
よ
り
て
定
め
ら
れ
た
る
舎
一
肢
の
後
行
に
か
冶
る
も
の
な
り
)
、
等
は
之
れ
に
屈
し
、
主
〈
移
将
の
形
式
は
各
治
体
に
よ
り
定
め
ら
る
所
な
り
。
印
ち
立
(
方
、
治
形
式
は
組
合
又
合
一
肢
に
調
し
て
譲
渡
の
通
知
子
匁
す
事
を
妥
し
(
前
出
注
律
第
三
十
八
伐
)
、
而
し
て
其
通
知
は
譲
渡
行
忽
後
三
十
日
以
内
に
於
て
之
を
匁
す
可
く
、
合
一
般
の
書
記
は
之
を
移
呼
帳
簿
に
記
入
す
る
事
営
実
し
、
共
記
入
を
倹
ち
て
初
め
て
英
一
譲
渡
ほ
完
全
な
る
効
力
を
有
す
る
に
到
り
、
こ
、
に
於
て
共
椛
利
は
親
債
格
者
に
移
時
し
正
記
入
の
終
る
ま
で
は
合
一
肢
は
其
譲
渡
ゐ
り
た
る
事
買
を
否
認
す
る
一
辛
子
得
た
り
(
註
川
崎
)
O
斯
く
の
如
き
手
波
及
方
法
に
類
似
し
た
る
手
続
及
方
法
の
下
に
於
て
譲
渡
さ
る
、
h
h
の
に
、
な
ほ
生
命
保
険
詮
券
あ
り
。
即
ち
此
場
合
に
於
て
は
譲
渡
人
は
譲
渡
の
確
定
日
附
及
目
的
ぞ
通
知
す
る
事
を
要
し
、
斯
く
の
如
き
遮
知
の
結
局
き
る
る
ま
で
は
譲
受
人
は
権
利
ぞ
取
得
す
る
に
到
ら
宇
(
詰
川
崎
〉
。
然
る
に
海
上
保
険
詮
務
の
譲
渡
に
於
て
は
何
等
斯
く
の
如
き
手
続
ケ
要
す
る
事
な
く
て
譲
渡
す
る
ぞ
得
た
り
ハ
詰
一
ω
)
。
般
荷
詮
券
(
内
8
5
5
5
8
R
)
の
場
合
は
前
述
さ
具
、
り
流
通
詮
券
中
に
合
ま
れ
ざ
る
も
の
さ
す
ハ
詮
印
〉
。
舵
荷
殻
券
に
到
し
譲
渡
性
を
奥
へ
た
る
法
律
ペ
誌
は
〉
は
其
法
律
上
の
地
位
争
述
ぺ
て
臼
く
、
「
商
法
上
の
慣
習
に
従
へ
ば
般
荷
詮
券
に
於
て
は
裏
書
さ
共
に
貨
物
上
の
所
有
権
は
被
一
持
者
人
に
移
轄
す
る
も
の
な
り
』
さ
な
す
、
従
て
一
夜
裏
書
人
の
法
律
上
の
地
位
は
裏
書
に
よ
り
支
主
の
有
す
る
件
。
宅
ω問
。
の
権
利
を
劉
抗
せ
ら
れ
ぎ
る
が
故
に
裏
書
人
の
地
位
よ
り
も
良
好
ご
な
る
な
り
ハ
諮
問
ν
。
然
ら
ば
船
荷
詮
券
は
流
通
詮
券
ε共
作
用
相
似
す
る
も
英
作
用
は
物
格
上
に
限
ら
る
る
も
の
さ
一
式
ふ
可
く
、
又
普
通
法
に
於
て
は
契
約
に
よ
b
生
じ
た
る
権
利
は
船
荷
詮
券
の
一
政
渡
あ
る
さ
否
に
拘
ら
十
依
然
ご
し
て
積
荷
人
に
存
す
る
も
の
ご
な
さ
れ
た
b
。
然
る
に
ピ
ク
ト
y
ア
女
王
第
十
八
第
十
九
年
の
ω宮
Z
R
の・
E
U
H
(即
日
oご
包
一
口
問
〉
の
門
)
は
新
英
法
に
於
げ
お
債
聴
器
披
の
泊
平
く
の
如
き
は
取
引
上
極
め
て
不
通
営
な
り
さ
し
、
『
貨
物
上
の
所
有
権
を
取
得
し
た
る
者
は
あ
た
か
も
般
荷
詮
符
に
合
ま
れ
た
る
貢
買
契
約
を
自
ら
締
結
し
た
る
さ
同
様
に
其
契
約
よ
り
生
歩
可
き
全
て
の
権
利
を
得
、
義
務
を
負
ム
可
き
も
の
な
b
』
ご
匁
し
た
り
。
設
何
刷
出
門
戸
時
・
∞
¥
。
.
J
1
円三・
0
・
4
・
g
P
P
M
N
U
V
。・
J
1
E
・
o
・可∞・
註
必
E
O
H
S鳴
門
H
O
Z
E
2
0
〉
♀
・
一
m門戸押
N
∞
¥
畠
〈
宮
・
。
・
可
∞
・
(
同
∞
。
む
に
於
て
譲
渡
り
方
式
お
定
む
、
即
ち
〉
:
:
:
z
g
g広
己
主
oロ
O同
h
:
:
:
r
m
H
O
P
B
門
E
E
F吋の・:・
:
r
u
O
M
m
g門
OHm-
邑
S
F
Z
E
t
a
g仏
包
回
一
m
g
g
o
d】
回
目
白
ユ
ロ
B
G
H
g
m
o
p
Zロ
Z
H
0・
さ
ぜ
り
。
註
川
町
海
上
保
険
詮
務
の
譲
渡
に
封
L
て
は
逼
知
存
必
要
ざ
す
ろ
事
な
し
(
田
宮
内
・
=
¥
ω
N
〈
宮
・
〈
同
向
。
3
0・
∞
。
・
〉
之
等
保
険
詮
務
の
譲
渡
に
於
て
は
花
阿
倍
擢
者
に
封
寸
ろ
抗
践
は
共
に
諮
波
さ
れ
ろ
。
註
印
同
g
g
p
u
H
H・
P
・
O
-
K
H
F
Z
o
m
o門U
E
o
E
M門E
B
B
F
号
-
H
・
註
叫
m宮
内
・
同
∞
¥
3・
〈
{
♀
・
口
同
・
註
臼
〉
ロ
mOロ
H
F
p
d司
O向
。
。
ロ
門
門
戸
の
門
日
旬
-
M
N
A
V
ω
・
上
越
の
例
に
よ
り
翻
る
に
古
代
の
「
の
一
5
8
E
R
E
民
O
D
は
之
を
譲
渡
す
る
事
を
得
十
」
ε匁
す
原
則
に
反
す
る
例
外
が
如
何
に
多
数
存
在
す
る
か
は
明
か
な
る
事
買
に
し
て
、
斯
く
の
如
き
例
外
は
多
〈
商
人
問
一
七
七
商
業
さ
経
済
じ
於
け
る
要
求
に
基
き
て
生
じ
た
り
、
而
じ
て
彼
等
の
概
念
に
よ
れ
ば
全
て
の
各
。
お
古
ω丘町
O
ロ
は
譲
渡
性
?
得
て
初
め
て
其
経
済
上
の
債
佑
を
有
す
る
に
到
る
さ
な
す
'
(
詰
臼
〉
O
詰問山
手
形
に
闘
し
は
て
巴
詰
]
耐
え
0
5
は
既
日
立
(
者
に
於
て
譲
渡
の
可
詑
性
が
詑
会
に
生
活
力
品
興
、
ふ
る
も
の
な
り
さ
な
し
れ
り
目
白
o
r
a
0
5
u
r
0
5
5
8
8吋
HHHV
・品。∞
新
〈
の
如
く
此
穏
の
権
利
は
其
質
際
上
の
理
由
に
基
き
て
譲
渡
性
を
要
求
せ
ら
れ
た
る
も
の
に
し
て
他
の
各
0
8
ω
古
pasに
比
艇
し
普
通
法
ど
の
調
和
も
容
易
な
り
し
な
り
、
査
し
、
此
稲
詮
券
が
初
め
よ
り
所
持
人
又
は
差
国
人
じ
支
出
抑
又
引
波
を
匁
す
可
き
約
束
の
も
の
た
る
限
り
、
債
務
者
の
意
思
に
反
し
て
譲
渡
せ
ら
る
可
き
事
な
き
が
故
に
従
来
の
普
通
上
の
原
則
に
敢
て
紙
鰯
す
る
恐
を
生
体
」
ゴ
る
が
故
な
り
。
又
之
を
他
の
方
面
よ
り
一
玄
ふ
も
(
最
も
重
要
な
る
事
買
な
る
が
)
権
利
は
詮
券
に
化
飽
き
れ
従
て
物
樫
治
上
の
観
念
に
於
け
る
譲
渡
も
可
能
な
る
が
故
な
り
。
但
し
詮
第
上
の
債
権
実
物
に
の
み
着
服
す
る
時
は
譲
渡
の
方
法
は
極
め
て
狭
き
範
固
に
於
て
の
み
存
す
一
七
八
る
に
す
ぎ
ぎ
る
ケ
見
る
。
ハ
註
砧
ゾ
註口吋
立
(
他
債
躍
の
譲
渡
は
破
産
の
場
合
に
於
て
も
#
寸
ろ
、
出
」
ロ
r
E立の
W
K
H
2
0
町
民
ε第
四
候
に
よ
れ
ば
破
産
の
宣
告
さ
共
に
的
務
者
の
総
財
産
は
破
産
管
財
人
に
移
悶
悼
す
さ
な
さ
れ
、
又
同
法
第
二
二
係
、
第
百
十
一
係
等
に
於
て
も
債
稽
の
譲
渡
に
閥
す
ろ
規
定
わ
り
、
就
き
て
見
ら
れ
皮
し
。B
 
前
識
の
如
く
商
治
及
其
他
の
成
文
法
に
於
て
は
債
権
の
譲
渡
ケ
許
し
普
通
法
上
の
原
則
に
釣
し
多
少
の
援
化
を
来
ら
し
め
た
り
。
然
る
に
こ
¥
A
に
其
第
二
の
分
子
あ
り
。
郎
丸
《
M
r
s
s
q
gロユ
ω
の
剣
決
之
な
。
、nJ
(upgsvーの
o
ロ
「
官
の
剣
決
は
既
に
古
く
よ
り
一
般
私
治
に
濁
し
て
反
濁
の
原
則
を
樹
立
し
つ
〉
の
り
し
が
s
g
其
反
謝
の
原
則
樹
立
も
突
然
に
之
や
ア
結
局
す
に
あ
ら
や
J
し
て
除
々
に
之
を
結
局
す
を
普
通
ご
す
、
従
て
債
権
の
譲
渡
性
ぞ
認
め
た
る
は
必
十
し
も
普
通
法
に
劃
す
る
不
定
の
反
割
に
は
あ
ら
ぎ
り
し
な
り
。
郎
も
普
通
法
上
の
債
権
非
譲
渡
性
の
原
則
の
改
治
は
先
づ
明
白
な
る
僻
々
の
場
令
よ
り
着
手
せ
ら
れ
た
右
も
の
に
し
て
、
例
へ
ば
一
四
九
五
年
に
於
て
は
裁
剣
所
は
何
等
の
義
務
も
債
格
の
譲
渡
受
人
に
移
轄
せ
ざ
る
故
に
譲
渡
詮
書
は
無
効
ご
な
し
た
hd
〈
註
時
〉
。
従
て
此
時
代
に
於
て
は
な
ほ
債
権
の
譲
渡
は
衡
平
治
に
よ
る
も
一
般
的
に
許
さ
れ
ぎ
b
し
も
の
ご
稲
す
可
く
、
車
に
義
務
の
履
行
又
は
保
設
の
目
的
の
た
め
に
な
す
時
に
於
て
の
み
詐
さ
れ
し
の
み
に
し
て
債
権
譲
渡
が
許
き
る
、
に
到
り
た
る
は
こ
れ
よ
b
も
活
か
後
世
に
屈
す
る
も
の
な
り
。
〈
註
町
U
ト
む
u
D
=
u
v
U
 
チ
ヤ
シ
セ
リ
!
ヨ
I
Fが
債
搭
譲
渡
の
原
則
に
つ
き
普
活
訟
に
反
し
穴
ろ
決
定
た
血
(
ふ
に
到
リ
土
ろ
口
エ
ド
H
Y
I
ド
三
世
以
来
局
さ
れ
t
z所
に
し
て
、
当
巳
E
g加
の
説
に
よ
れ
ば
一
三
四
八
年
又
は
一
三
四
九
年
頃
よ
り
局
さ
れ
れ
る
も
の
に
し
て
っ
さ
】
-r自
己
目
。
乙
官
。
句
R
q
H
U
3
第
十
七
世
紀
に
到
リ
て
初
め
て
確
立
し
土
原
則
み
立
つ
あ
に
到
つ
士
の
で
あ
る
さ
し
て
居
る
。
旬。ロ
c
n
r・
前
出
句
〉
沼
町
豆
一
戸
町
・
委
照
ω
口
8
4
〈
H
・
3
日出口・
ω可・
1
・
ω・
前
詰
さ
同
様
。
主
6
一一2
U
R
U
ト
ド
』
門
4
-一三
M
U
新
く
の
如
く
チ
ヤ
ジ
セ
ラ
!
の
裁
剣
も
債
権
譲
渡
に
謝
し
て
は
蛍
初
は
確
定
的
理
論
の
下
に
行
は
れ
ゴ
英
法
に
於
げ
る
債
措
譲
渡
の
泊
平
b
し
も
後
に
到
b
一
般
的
は
経
済
生
活
の
要
求
ご
一
公
平
観
念
ご
に
よ
り
債
権
譲
渡
の
可
能
性
を
完
成
せ
ん
事
に
努
め
た
り
、
こ
〉
に
於
て
か
衡
卒
注
の
翻
念
は
普
通
渋
H
普
通
渋
は
依
然
ご
し
て
室
態
に
回
執
し
時
代
の
迩
歩
に
足
並
を
揃
ヘ
ゴ
り
し
も
の
さ
せ
ら
る
日
に
於
け
る
原
理
に
反
溺
な
る
立
場
を
有
せ
ぎ
る
可
か
らが
d
る
に
到
b
た
り
ハ
註
印
〉
O
斯
く
し
て
衡
平
の
観
念
に
基
く
原
理
は
契
約
に
も
趨
用
3
れ
途
ひ
に
}
近
代
的
H
尤
も
商
法
に
於
て
は
践
に
認
め
ら
る
る
所
な
る
も
H
観
念
を
得
る
に
到
・
り
た
り
。
何
人
三
雄
も
賀
行
す
る
事
含
能
ふ
範
図
に
於
て
あ
ら
ゆ
る
和
類
の
給
付
合
ゑ
す
可
き
事
を
約
す
る
子
得
可
く
、
従
て
芸
人
は
其
給
付
を
買
行
す
可
き
法
律
上
の
拘
束
を
受
く
、
ご
な
す
原
則
之
に
し
て
衡
平
訟
は
斯
く
の
如
き
契
約
の
履
行
に
つ
き
債
格
者
を
携
保
せ
ん
ぜ
一
欲
し
た
る
な
b
o
換
言
す
れ
ば
、
結
局
履
行
す
る
事
診
得
可
き
事
項
を
契
約
し
た
る
蛍
事
者
は
普
通
泌
が
商
取
引
に
濁
し
て
認
め
た
る
ぜ
同
様
に
衡
平
治
に
於
て
も
責
任
含
有
す
可
き
も
の
さ
す
ハ
諮
問
山
〉
O
従
て
此
原
則
は
又
以
て
債
権
譲
渡
の
場
合
に
之
を
利
用
す
一
七
九
商
業
さ
経
済
る
事
を
得
三
一
式
ふ
可
し
。
。。]ロロ
m
4
・
国
-sg吋♂
m
B
x
r
H
Hゐ
日
仏
Z
m
-
O
B
B
-
H・H
)
・
ω志
向
特
に
M
V
・
出
∞
妻
問
。
町
田
P
E
J
-
-
J
1
2
Z百
o
y
m
E
F
A
r
d
]・
ミ
同
・
∞
官
s
o
p-
ロ
-
0
・H
H
-
H
U
M
-
∞M
N
・
註
印
詑
ω
前
述
の
原
則
子
債
権
譲
渡
の
場
合
に
路
用
す
る
前
提
さ
し
て
は
.
譲
渡
可
能
な
り
さ
な
す
観
念
を
も
っ
て
(
不
完
全
な
が
ら
)
譲
渡
が
な
3
る
る
事
&
要
す
る
も
の
な
る
も
、
債
格
の
譲
渡
の
可
能
は
既
に
第
十
七
世
紀
に
於
て
は
認
め
ら
れ
居
た
b
し
の
み
な
ら
歩
、
欧
洲
大
陸
に
於
け
る
各
図
治
体
ご
英
治
の
接
鰯
は
債
権
の
譲
渡
の
可
能
を
英
治
に
も
認
め
し
む
る
に
到
b
加
ふ
る
に
衡
平
治
に
於
け
る
債
権
譲
渡
の
可
能
の
認
詐
自
慢
銃
に
債
標
譲
渡
に
劃
す
る
法
律
的
要
求
の
盛
ん
に
し
て
且
必
要
さ
な
さ
る
事
を
一
不
め
す
に
足
る
が
故
に
其
前
提
は
充
分
に
充
さ
れ
得
可
し
。
第
十
七
世
紀
に
於
て
普
通
法
が
債
権
の
非
譲
渡
性
の
理
由
さ
利
均
し
た
る
所
は
衡
平
法
に
於
て
は
未
知
の
事
に
属
し
た
り
さ
云
ふ
可
し
.
印
ち
あ
ら
ゆ
る
債
権
譲
渡
の
場
合
に
宮
山
富
g
gの
め
の
観
念
ケ
趨
用
す
る
一八
O
は
不
営
な
り
ご
な
さ
れ
、
英
法
上
の
4
一
一
口
葉
を
仰
限
れ
ば
斯
く
の
如
き
規
則
は
不
合
理
甚
々
し
き
を
以
て
(
円
。
。
与
宮
丘
町
O円
F
O
B
Z
包
03)
債
権
譲
渡
の
今
の
場
合
に
趨
用
す
る
ぞ
得
、
干
さ
な
さ
れ
た
る
に
よ
り
明
な
り
O
(
註
印
〉
チ
ヤ
Y
セ
ラ
I
の
裁
剣
に
於
て
債
権
譲
渡
の
方
泌
さ
し
て
信
託
受
信
者
F
5
5
に
劃
す
る
原
則
を
応
用
し
債
権
の
譲
渡
行
局
に
於
て
は
債
務
者
さ
新
債
権
者
間
に
於
で
信
託
関
係
の
設
定
あ
b
ぜ
な
し
た
b
、
従
て
此
考
察
に
よ
る
時
は
債
務
者
が
債
継
の
譲
渡
人
(
杏
債
権
者
)
に
濁
し
給
付
訟
忽
し
た
る
時
は
其
行
銭
は
信
託
上
の
義
務
の
注
反
さ
成
る
可
し
。
(
詑
ほ
〉
然
る
に
斯
く
の
如
く
考
察
す
る
時
は
債
権
の
譲
渡
に
営
り
で
は
債
務
者
ど
の
合
意
&
必
要
ざ
す
る
の
結
果
子
生
歩
、
議
し
債
務
者
が
何
等
譲
渡
の
通
知
子
受
け
宇
し
て
譲
受
人
の
受
信
者
さ
し
て
取
扱
は
る
も
の
ざ
す
れ
ば
債
務
者
は
常
に
債
格
者
に
鉢
紘
仰
を
結
局
す
事
能
は
ぎ
る
に
到
れ
ば
な
b
、
印
ち
之
を
換
言
す
れ
ば
債
務
者
は
常
に
譲
受
人
の
権
利
に
つ
き
考
慮
を
梯
は
ゴ
る
可
か
ら
5
る
が
如
き
不
令
理
あ
れ
ば
な
り
。
又
主
〈
他
に
仰
協
商
法
の
思
想
に
基
く
債
権
譲
渡
に
関
す
る
考
察
あ
り
。
印
も
の
r
g
o
一
ロ
ロ
の
{
{
。
ロ
は
占
有
を
許
さ
れ
ぎ
れ
し
が
故
に
債
権
に
調
し
完
全
な
る
様
利
を
取
得
せ
ん
さ
欲
す
る
者
は
必
ら
十
債
権
上
に
準
占
有
を
得
ゴ
る
可
か
ら
す
、
益
し
債
権
の
譲
受
人
が
債
権
者
図
陸
Q
E
R
3岳
山
沖
に
加
入
す
る
事
に
闘
し
正
蛍
な
る
利
盆
含
有
す
る
者
に
劉
し
自
己
の
有
す
る
債
擢
上
の
所
有
様
を
確
保
せ
ん
さ
欲
す
る
が
忽
め
に
は
物
的
所
有
権
が
占
有
に
よ
り
て
確
保
せ
ら
る
る
が
如
く
準
占
有
を
得
る
の
必
要
あ
れ
ば
な
り
。
而
て
準
占
有
子
得
る
の
方
法
は
債
務
者
に
お
す
る
通
知
な
り
さ
な
す
思
想
な
り
。
(
註
印
、
出
〉
之
等
の
思
想
に
よ
る
時
以
債
務
者
は
債
椛
譲
渡
の
道
知
を
受
け
た
る
後
は
譲
受
人
の
受
信
者
ざ
し
て
取
扱
は
れ
、
、
通
知
に
よ
b
て
譲
受
人
は
受
盆
者
の
訴
権
己
{
0
5
p
m
o
(】ぬの
2
7布
告
の
円
円
5
7ゲ
}
有
す
る
に
到
b
従
て
債
務
者
は
通
知
念
受
く
る
迄
は
自
己
に
損
害
を
家
る
事
な
く
し
て
譲
渡
人
に
鉢
一
紛
争
』
匁
す
事
を
得
る
も
の
ご
す
。
英
法
に
於
げ
る
続
格
践
披
の
治
平
民
B
R円
〈
・
民
自
主
∞
E{Fr
日
前
出
司
・
立
。
出
]
E
r
z忌
H
H
句
・
争
中
Mw
m句
8
0
0
前
出
口
・
市
・
∞
ヱ
∞旬。ロの
o
u
口
市
・
∞
M
m
山一「
0
ロ
2
4・の一ゲヴ出
Q
ロ
〈
。
一
「
O
F
，
士
。
〉
斯
く
の
如
、
き
観
念
は
破
産
法
に
於
て
後
詰
し
れ
所
で
わ
っ
て
破
産
債
務
者
の
勤
産
及
nHEEu
は
破
産
さ
同
時
に
破
産
管
財
人
の
底
分
の
下
に
屈
す
あ
も
の
ざ
す
さ
な
し
土
ヤ
ヨ
プ
第
一
世
の
法
律
令
門
伊
丹
H
H
P
の・
H
o
s
m
H
H
U
の
公
布
以
来
債
格
も
又
財
産
に
屈
す
ろ
に
到
つ
士
。
そ
し
て
財
産
上
り
完
全
な
搭
限
の
取
得
に
は
必
ら
ず
占
有
が
必
要
で
あ
っ
土
か
ら
し
て
、
諮
ひ
に
認
知
私
以
て
占
有
さ
同
一
列
に
取
扱
ふ
に
到
つ
れ
の
で
あ
あ
。
新
く
し
て
債
権
の
譲
、
波
は
衡
平
治
に
於
て
は
一
般
に
認
め
ら
る
る
に
到
り
、
衡
平
法
上
の
多
数
の
例
は
普
通
法
の
原
則
を
排
す
る
に
到
り
た
b
o
衡
平
治
に
従
へ
ば
桃
川
済
期
の
到
来
し
た
る
内
容
の
確
定
せ
る
債
格
の
み
な
ら
子
、
保
件
附
、
期
日
附
、
防
府
系
、
又
は
未
確
定
の
債
格
さ
離
も
之
を
譲
渡
す
る
事
を
待
た
b
、
従
て
例
へ
ば
海
員
は
労
銀
請
求
擦
を
弊
済
期
前
に
於
て
も
譲
渡
す
る
事
診
得
可
〈
岳
山
号
、
相
続
人
は
其
相
続
分
に
細
別
す
る
期
待
格
〉
5
5号
。
rs
p
沖
宮
内
仏
g
主
N
民会
g
F
Z
o口
を
譲
渡
す
る
事
を
詮
60 
t
h
y
-
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bι
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沼
J
許
証
氏
u
一λ
商
業
さ
経
湾
得
ハ
註
臼
〉
、
又
商
品
に
制
到
す
代
金
ハ
註
忠
、
一
定
期
間
を
定
め
た
る
不
動
産
占
有
の
期
待
様
am川
)
も
又
譲
渡
す
る
事
を
得
。
然
れ
J
こ
も
之
等
の
場
合
に
於
け
る
譲
渡
可
能
の
前
提
ざ
し
て
必
ら
宇
有
効
な
る
約
四
問
。
。
色
。
。
ロ
ω
一色
031
z
g
の
存
す
る
事
を
研
究
し
た
h
J
。
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内
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F
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N
・
の
0
5〕己凶
H
口一閃ゆえ・
K
M
出回一
mロ
ヨ
日
向
洋
同
品
-
H
N
g
g口
前
出
〉
g
E
5
8門口・
∞勺
g
s
前
出
口
・
司
・
∞
訟
の
ロ
・
の
F
∞・
N
1
・
σ・の。
5〕
可
同
阿
国
N
・
衡
平
治
に
於
て
は
上
述
の
如
〈
債
格
の
一
般
的
譲
渡
伝
詳
し
た
b
さ
維
も
衡
平
日
法
は
や
巾
に
普
通
渋
上
に
濁
し
て
強
ひ
て
其
濁
立
を
維
持
せ
ん
ざ
す
る
に
非
宇
し
て
‘
普
通
法
に
於
で
何
等
か
の
方
泌
を
講
じ
得
る
場
合
に
於
て
は
む
し
ろ
仲
間
事
者
を
し
て
普
通
法
に
従
は
ん
し
む
る
事
に
・
努
め
た
b
o
印
ち
譲
受
人
が
譲
渡
人
の
名
に
於
て
訴
求
す
る
一
平
を
得
可
き
場
合
に
於
て
は
チ
ャ
ン
セ
ラ
1
裁
剣
所
は
之
に
謝
し
て
何
等
の
干
渉
を
加
ふ
可
き
徐
地
な
し
ご
な
し
た
る
な
り
J
益
し
営
事
者
が
結
局
目
的
舎
建
し
.i¥. 
得
る
も
の
ざ
す
る
時
は
普
通
誌
に
従
ふ
も
又
衡
平
治
に
従
ふ
も
何
等
の
差
異
な
き
が
故
な
り
コ
然
る
に
譲
渡
人
が
譲
受
人
の
譲
渡
人
の
名
に
於
て
訴
求
す
る
事
?
妨
げ
た
る
場
合
、
筑
波
人
が
譲
受
人
の
訴
訟
提
起
が
}
不
可
能
な
ら
し
め
、
又
は
譲
渡
に
就
き
て
な
す
債
務
者
さ
の
合
立
ケ
困
難
な
ら
し
め
た
る
が
如
き
場
合
に
於
て
は
譲
受
人
に
保
護
ぞ
奥
へ
ん
さ
し
、
譲
受
人
が
普
通
泌
上
の
手
段
争
議
じ
た
る
も
徒
労
に
終
り
た
る
場
合
に
於
て
は
譲
受
人
は
衡
平
法
の
裁
判
所
に
訴
訟
提
起
す
る
事
ゃ
え
、
裁
州
内
所
は
之
に
濁
し
保
護
ぞ
奥
へ
た
り
。
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衡
卒
、
法
上
の
原
理
さ
北
日
蓮
治
上
の
原
理
さ
の
如
き
二
個
の
全
然
相
反
す
る
地
位
を
有
す
る
治
律
原
理
は
其
調
立
を
永
続
す
る
事
能
は
ゴ
る
所
に
し
て
衡
平
治
上
の
原
理
は
普
通
渋
上
の
原
理
に
謝
し
影
響
ケ
奥
へ
、
普
通
治
は
途
ひ
に
債
権
譲
渡
に
調
し
云
比
三
gt
S
2
の
観
念
や
応
用
す
る
事
子
底
し
、
g
必一
D
5
0
5門
営
以
て
有
効
な
る
約
四
(
の
。
え
の
2
百一色
0
3
1
0
門
戸
)
ぜ
匁
す
に
到
り
た
り
〈
註
ω
v
o
普
通
渋
の
此
態
'
反
が
直
接
に
衡
平
治
裁
剣
所
の
影
響
合
受
け
た
る
か
又
は
従
来
枠
一
日
遮
法
の
取
り
た
る
が
如
き
能
皮
に
基
〈
針
決
が
一
貫
際
上
維
持
不
能
に
陥
り
た
る
が
た
め
な
る
か
、
そ
の
何
れ
た
る
を
問
は
子
、
少
な
く
さ
も
普
通
法
に
於
げ
る
質
際
上
不
通
嘗
な
る
観
念
は
常
に
排
斥
せ
ら
れ
、
ざ
る
可
か
ら
ぎ
る
が
故
な
b
。
普
通
法
に
於
て
は
斯
く
し
て
債
格
の
譲
渡
を
認
む
る
に
到
り
た
る
も
、
譲
受
人
は
譲
渡
人
の
名
に
が
、
て
債
権
を
賀
行
す
る
事
を
要
し
、
而
し
て
斯
〈
す
る
が
た
め
に
は
特
に
譲
渡
人
の
授
樫
を
必
要
さ
し
た
り
〈
詑
刊
〉
。
然
る
に
後
に
到
り
で
此
貼
に
付
き
種
々
改
良
を
ほ
♂
さ
』
さ
れ
、
新
く
の
如
き
授
櫨
は
譲
渡
契
約
中
に
獣
一
不
の
意
見
の
令
致
に
よ
り
な
さ
る
る
が
故
に
特
に
授
権
行
結
局
存
す
る
事
を
必
要
ご
せ
十
三
な
さ
れ
た
b
。
郎
ち
の
r
g
o
E
R民
O
ロ
の
譲
波
に
於
て
は
譲
渡
人
の
名
に
於
て
訴
求
す
る
事
ケ
得
可
き
権
限
が
直
ち
に
授
奥
せ
ら
る
る
も
の
な
b
ご
な
ち
れ
た
り
。
ハ
詑
ロ
ヨ
英
訟
に
於
げ
る
債
桔
議
波
の
泊
平
-
何
又
此
場
人
口
に
於
て
も
信
託
関
係
が
賂
用
さ
れ
、
譲
受
人
は
譲
渡
人
の
名
に
於
て
受
信
者
ご
し
て
其
債
穣
ヤ
行
ふ
も
の
な
り
さ
な
さ
れ
た
り
〔
詰
m
H
J
是
衡
平
泌
が
普
通
に
及
ぼ
し
た
る
最
も
開
問
者
な
る
影
響
な
り
。
加
ふ
る
に
普
通
法
の
下
に
於
て
は
債
権
譲
渡
の
場
合
に
於
け
る
譲
渡
人
の
匁
す
授
様
は
方
式
含
有
せ
、
ざ
る
も
の
に
し
て
、
且
契
約
の
鈎
債
(
の
め
m
8
5
2
)
ご
し
て
債
権
の
譲
渡
を
局
し
た
る
場
令
に
於
て
は
後
・
に
到
り
て
之
含
取
戻
す
事
を
待
ぎ
る
が
故
に
普
通
渋
上
の
債
権
譲
渡
の
効
果
は
買
際
的
に
衡
平
法
に
於
け
る
ぞ
れ
さ
相
似
通
ふ
の
結
果
?
生
じ
、
譲
受
人
さ
代
理
人
(
丘
仲
良
5
5
の
地
位
に
閲
す
る
観
念
上
の
区
別
は
未
だ
消
滅
せ
ゴ
る
や
否
や
は
疑
問
ご
な
り
た
り
。
国宮の一内
ω門
0
5
は
「
普
通
法
に
於
け
る
債
権
の
非
譲
渡
性
の
理
由
は
己
と
口
件
。
ロ
告
の
め
の
抑
座
に
在
b
ぜ
な
さ
れ
た
る
も
英
精
巧
さ
(
冨
弘
旦
8
2
3
の
抑
座
な
り
ご
な
す
事
自
位
。
γ
一
不
め
す
も
の
な
ら
ん
)
は
玩
に
否
認
さ
れ
た
b
」
、
然
れ
ざ
も
な
ほ
普
逗
注
の
下
に
於
て
譲
受
人
は
譲
渡
人
の
名
に
於
て
の
み
債
権
ケ
行
使
す
る
事
ぞ
要
す
さ
な
す
形
式
は
依
然
ご
し
て
維
持
せ
ら
た
一八一一一
商
業
主
路
湾
る
な
り
芯
な
す
。
然
る
に
之
に
封
し
で
も
衡
平
法
は
其
影
響
ケ
及
ぼ
し
.
普
通
法
に
於
て
も
又
譲
受
人
は
新
債
権
者
な
b
ぜ
な
す
観
念
会
生
Ar
，
さ
る
可
か
ら
ま
る
に
到
る
は
、
衡
平
治
さ
普
遍
法
さ
の
密
接
な
る
関
係
に
よ
り
て
之
を
想
像
す
る
に
難
か
ら
ま
る
可
し
。
然
b
さ
雄
も
買
際
上
訴
訟
に
於
て
は
債
権
譲
受
は
譲
受
人
よ
り
も
む
し
ろ
代
理
人
ご
し
て
の
資
裕
を
以
て
殺
3
る
可
し
さ
な
す
が
如
く
、
譲
受
人
さ
代
理
人
之
の
区
別
は
倫
明
般
に
な
さ
る
る
所
に
あ
ら
ま
b
き、
但
し
斯
く
の
如
く
債
権
譲
渡
に
際
し
代
理
委
任
山
川
会
以
て
す
る
は
極
め
て
稀
な
る
形
式
た
る
子
免
れ
ぎ
る
可
し
。
而
て
此
児
解
は
し
ば
し
ば
剣
例
に
於
て
も
表
は
れ
た
る
所
に
し
て
、
例
へ
ば
出
口
一
-
2
.
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g
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事
件
に
於
て
述
べ
て
臼
〈
、
(
詰
切
〉
時
流
の
推
移
に
つ
れ
普
通
治
に
於
て
も
債
権
の
譲
渡
を
認
む
る
に
到
り
た
れ
♂
こ
も
倫
普
通
治
は
訴
-
訟
は
譲
渡
人
の
名
に
於
て
之
を
忽
す
事
を
要
し
.
譲
受
人
の
名
に
於
て
之
を
匁
す
事
を
得
予
ご
な
す
形
式
上
の
理
由
に
基
き
債
権
譲
渡
の
一
品
質
に
蛍
し
異
論
を
さ
し
一
八
四
は
3
み
し
場
合
多
数
存
す
、
然
れ
ポ
と
も
予
は
何
が
故
に
賞
受
の
す
で
に
失
は
れ
た
る
影
を
維
持
せ
ぎ
る
可
か
ら
き
る
か
了
解
に
苦
し
む
所
な
り
(
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さ
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ピ
普
通
渋
は
依
然
ご
し
て
一
入
七
三
年
の
T
白
g
Z
B
〉
丘
に
到
る
ま
で
此
古
き
形
式
全
国
執
し
.
此
体
位
律
ご
同
事
に
一
般
的
に
債
権
の
譲
渡
を
認
む
る
に
到
b
、
普
通
法
の
結
局
し
た
る
長
期
に
沙
る
後
展
は
途
ひ
に
衡
平
法
さ
同
一
の
結
論
に
達
し
た
り
。
詰
ω
巴
包
宮
内
0
5
日
く
債
踏
譲
渡
り
形
式
の
悦
質
は
信
記
に
在
り
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